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　夏
真
っ
盛
り
。
帰
省
や
旅
行
、
移
動
の
季
節
到
来
だ
。
全
国
１
０
３
０
駅

に
達
し
た
「
道
の
駅
」。
地
域
の
特
色
を
ど
う
生
か
し
利
用
者
に
何
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
か
。
知
恵
を
絞
り
工
夫
を
凝
ら
す
。
全
国「
道
の
駅
」連
絡
会
が「
道

の
駅
は
常
に
連
携
し
な
が
ら
情
報
交
換
し
、
切
磋
琢
磨
し
て
道
の
駅
を
進
化

さ
せ
よ
う
」
と
呼
び
か
け
、
各
地
区
「
道
の
駅
」
連
絡
会
の
活
動
も
活
発
に

な
っ
た
。
魅
力
的
な
道
の
駅
は
地
域
振
興
へ
の
地
元
の
心
意
気
が
創
る
。
立

ち
寄
り
施
設
か
ら
道
の
駅
自
体
が
目
的
地
に
な
っ
た
。
個
性
あ
る
駅
が
増
え

た
こ
の
夏
、
道
の
駅
へ
飛
び
出
そ
う
。�

＝
２
～
4
面
に
関
連
記
事

　仙
台
市
で
６
月
、
東
北
「
道
の
駅
」

連
絡
会
（
会
長
・
本
田
敏
秋
遠
野
市
長
）

総
会
が
あ
り
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向

け
道
の
駅
設
置
者
（
首
長
）
自
ら
が
選

ぶ
「
道
の
駅
」
好
事
例
発
表
会
が
催
さ

れ
た
。
同
連
絡
会
の
本
田
会
長
は
、
全

国
連
絡
会
の
会
長
も
兼
ね
て
お
り
、
全

国
連
絡
会
発
足
以
来
、
気
に
な
っ
て
い

る
問
題
が
あ
っ
た
。

　本
田
会
長
は
「
道
の
駅
設
置
者
は
市

町
村
だ
が
、
と
も
す
れ
ば
運
営
を
指
定

管
理
者
に
任
せ
た
ま
ま
関
心
の
薄
い
自

治
体
も
な
い
で
は
な
い
。
道
の
駅
と
自

治
体
の
間
に
距
離
感
が
生
じ
て
お
り
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会
や
道
の
駅
の
取
り

組
み
が
、
市
町
村
長
に
届
く
情
報
の
共

有
化
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と

気
が
か
り
だ
っ
た
。

　「ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
に
は
、

運
営
の
監
督
・
指
導
体
制
が
大
切
だ
」

と
考
え
る
同
会
長
は
、
そ
う
し
た
状
況

を
何
と
か
東
北
か
ら
打
開
し
た
い
と
、

初
の
好
事
例
発
表
会
を
企
画
。
発
表
者

は
設
置
責
任
者
の
首
長
に
限
る
と
い

う
、
画
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た
。

　東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
道
の
駅

を
、
道
の
駅
同
士
の
協
力
で
営
業
再
開

で
き
る
よ
う
に
助
け
合
っ
た
実
績
が
あ

り
、
日
ご
ろ
か
ら
連
携
が
進
む
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
だ
け
に
、
各
県
の
道
の
駅
や
首

長
も
趣
旨
を
十
分
に
理
解
し
て
発
表
会

に
臨
ん
だ
。
復
興
に
取
り
組
み
地
域
防

災
に
力
を
入
れ
る
道
の
駅
や
地
域
振

興
、
交
流
の
実
態
、
創
意
工
夫
の
実
践

を
紹
介
す
る
発
表
が
相
次
ぎ
、
道
の
駅

の
将
来
像
の
一
端
を
う
か
が
わ
せ
た
。

　東
北
６
県
の
道
の
駅
は
１
４
４
駅
。

夏だ。飛び出せ！「道の駅」
列
島
は
、夏
真
っ
盛
り
。
海
岸
線
に
あ
っ
て
、磯
遊
び
な
ど
が
楽
し
め
る「
道
の
駅
」も
多
い
。
こ
の
夏
、リ
ゾ
ー

ト
感
覚
を
満
喫
で
き
る
「
道
の
駅
」
で
楽
し
む
の
も
一
興
で
は
＝
千
葉
県
千
倉
市
の
「
道
の
駅
」
ち
く
ら
・

潮
風
王
国
（
撮
影
・
山
田
雅
義
）
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道の駅新聞「ルートプレス」は全国
の「道の駅」で配布しております。

各
県
ブ
ロ
ッ
ク
が
好
事
例
代
表
１
駅
ず

つ
を
選
び
会
長
、
副
会
長
、
道
路
管
理

者
（
国
交
省
）、
発
表
首
長
が
１
票
ず
つ

持
っ
て
、
投
票
で
最
優
秀
好
事
例
を
選

考
。
熱
意
に
満
ち
た
好
事
例
ば
か
り
で

甲
乙
つ
け
難
か
っ
た
が
、
地
域
の
課
題

解
決
を
模
索
す
る
取
り
組
み
を
評
価
し
、

道
の
駅
「
鳥
海
」
が
大
賞
を
受
賞
し
た
。

　本
田
会
長
は
「
地
域
活
性
化
に
向
け

た
取
り
組
み
が
極
め
て
大
切
な
今
、
道

の
駅
は
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
期
待
さ

れ
て
い
る
。
好
事
例
を
首
長
自
ら
発
表

す
る
初
の
試
み
は
全
国
の
道
の
駅
の
参

考
に
な
る
と
思
う
。
岩
手
県
の
道
の
駅

で
は
駅
が
負
担
金
を
出
し
合
っ
て
『
じ

も
と
い
っ
ぴ
ん
』
と
い
う
南
部
せ
ん
べ

い
を
ベ
ー
ス
に
し
た
新
商
品
を
開
発
、

ど
こ
の
駅
で
も
買
え
る
共
通
商
品
化
を

実
現
し
た
。
道
の
駅
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

絆
を
太
く
し
て
刺
激
し
合
い
、
切
磋
琢

磨
し
て
地
域
を
元
気
に
し
よ
う
」
と
、

首
長
に
よ
る
発
表
会
を
総
括
し
た
。

にしめ
菊地弘駅長

　眼前に鳥海山、西に日本海が広がり、

秋田県由利本荘市西目町沼田字新道下 1112-2
国道 7号　TEL.0184-33-4260　　　

景色と環境が抜群です。おすすめ料理は、ブラン
ドの「秋田由利牛」丼と、日本海直送「海鮮丼」
のダブル丼。米粉菓子「なんばこ」ときりたんぽ
セットがお土産に喜ばれます。市民も参加する手
づくりアート展示・交流・即売も好評です。

みわ
堀江克己駅長

　八溝の山々に囲まれ緑あふれる道の

茨城県常陸大宮市鷲子 272
国道 293 号　TEL.0295-58-3939

駅で、新鮮な野菜や果物直売が自慢。名物「常陸
秋そば」は地のそば粉を駅内の石うすでひいて手
打ちし、天ざるが人気です。２年前に大改修し、
太陽光パネルや電気自動車の充電器、話題の満天
トイレや茨城弁の情報パネルを設置しました。

松浦海のふるさと館
上田知明支配人

　松浦市は水軍「松浦党」発祥地で、

長崎県松浦市志佐町庄野免 226-30
国道 204 号　　TEL.0120-062-004

全国有数の水産都市です。アジ、サバ、河豚は出
荷量で全国TOPを誇り、これらの加工品開発が
盛んです。フルーツ栽培も盛んで、メロン、ぶど
う、パッションフルーツなど、特有の赤土で栽培
されたフルーツは全国で高値取引されています。
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〝魅せる〟駅へ進化
　
自
治
体
首
長
が
選
ぶ
東
北
「
道
の
駅
」
連
絡
会
好
事
例
発
表
会

　好
事
例
発
表
会
は
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
戦
略
的
に
取

り
組
み
、
他
の
模
範
と
な
る
好
事
例
を
各
県
代
表
の
道
の
駅
設
置

者
の
首
長
自
ら
発
表
し
、
他
の
道
の
駅
に
も
展
開
、
利
用
者
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
役
立
て
る
の
が
目
的
。

　東
北
６
県
の
代
表
と
な
っ
た
道
の
駅
は
、
象
潟
＝
秋
田
県
に
か

ほ
市
／
七
ヶ
宿
＝
宮
城
県
七
ヶ
宿
町
／
鳥
海
＝
山
形
県
遊
佐
町
／

さ
ん
の
へ
＝
青
森
県
三
戸
町
／
安
達
＝
福
島
県
二
本
松
市
／
雫
石

あ
ね
っ
こ
＝
岩
手
県
雫
石
町
。（
発
表
順
）

　好
事
例
の
主
な
発
表
内
容
を
紹
介
す
る
。

雫
石
あ
ね
っ
こ

　「雫
石
あ
ね
っ
こ
」
は
異
色
の

発
表
で
注
目
さ
れ
た
。
深
谷
政
光

雫
石
町
長
は
、
昨
夏
に
同
町
を
襲

っ
た
「
記
録
的
豪
雨
」
の
際
、
町

や
道
の
駅
が
ど
う
対
応
し
た
か

「
防
災
」
に
絞
っ
て
発
表
し
た
。

　「あ
ね
っ
こ
」
は
方
言
で
若
い

女
性
の
愛
称
。
小
岩
井
農
場
も
近

く
風
光
明
媚
な
山
里
の
道
の
駅
。

そ
こ
を
昨
年
８
月
９
日
「
経
験
し

た
こ
と
の
無
い
記
録
的
豪
雨
」
が

襲
っ
た
。
秋
田
県
境
の
田
沢
湖
方

面
か
ら
発
達
し
た
雨
雲
が
同
町
に

流
れ
朝
か
ら
夕
方
ま
で
局
地
的
な

豪
雨
。
正
午
前
後
の
１
時
間
雨
量

78
㍉
、
24
時
間
雨
量
２
６
４
㍉
。

土
砂
崩
れ
や
河
川
の
氾
濫
、
道
路

寸
断
な
ど
66
億
円
の
被
害
が
出
て

激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
た
。

　国
道
46
号
は
全
面
通
行
止
め
。

道
の
駅
か
ら
竜
川
の
氾
濫
が
報
告

さ
れ
、
駅
も
通
行
止
め
で
孤
立
、

駐
車
場
は
川
状
態
に
な
っ
た
。

　立
ち
往
生
の
車
に
道
の
駅
へ
の

避
難
を
呼
び
か
け
、
水
が
引
け
始

道
の
駅
で
防
災
訓
練

地
域
連
携 

新
た
な
サ
ー
ビ
ス

町
長
発
表

集
中
豪
雨
で
道
路
崩
壊
し
た
雫
石
町
立
南
畑
小
学
校
前
の
県
道
鶯
宿
温

泉
線

利
用
客
に
大
人
気
の
目
の
前
で
魚
を
焼
く
コ
ー
ナ
ー

＝
道
の
駅
「
鳥
海
」

宮
城
県
内
の
道
の
駅
で
移
転
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
第
1
号

に
な
っ
た
「
七
ヶ
宿
」

め
て
避
難
が
始
ま
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
バ

ス
４
台
、
乗
用
車
約
１
０
０
台
、

避
難
者
約
２
０
０
人
。
午
後
５
時

に
産
直
野
菜
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
食

材
で
炊
き
出
し
を
開
始
。
午
後
６

時
に
停
電
し
た
が
キ
ャ
ン
プ
場
で

使
う
ラ
ン
タ
ン
や
小
型
発
電
機
、

車
の
ラ
イ
ト
で
照
明
、
緊
急
対
応

し
た
。
や
が
て
孤
立
も
解
消
。
午

後
８
時
ご
ろ
か
ら
避
難
者
の
帰
宅

支
援
が
始
ま
っ
た
が
、
道
路
は
大

型
車
が
通
行
出
来
ず
バ
ス
の
乗
客

は
Ｊ
Ｒ
が
用
意
し
た
タ
ク
シ
ー
55

台
に
分
乗
し
て
目
的
地
へ
。

　痛
感
し
た
課
題
は
①
道
の
駅
避

難
者
へ
の
道
路
情
報
の
提
供
と
施

設
内
の
誘
導
②
道
路
管
理
者
、
自

治
体
、
道
の
駅
の
情
報
共
有
③
道

の
駅
で
の
避
難
者
対
応
の
役
割
分

担
明
確
化
…
…
。深
谷
町
長
は「
日

ご
ろ
か
ら
道
の
駅
で
の
防
災
訓

練
、
道
路
管
理
者
と
の
防
災
訓
練

な
ど
を
通
し
た
連
携
が
不
可
欠
。

町
と
道
の
駅
の
災
害
時
協
定
締
結

も
重
要
だ
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

炊
き
出
し
も	

で
き
る	

	

災
害
時
の
基
地

七
ヶ
宿

　駅
の
特
色
は
七
ヶ
宿
ダ
ム
と
一

体
に
な
っ
た
立
地
。
梅
津
輝
雄
七

ヶ
宿
町
長
は
５
月
、
宮
城
県
内
の

道
の
駅
第
１
号
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
を
実
現
し
た
。
き
っ
か

け
は
東
日
本
大
震
災
だ
。
幸
い
被

災
し
な
か
っ
た
が
６
日
間
停
電
。

下
流
域
の
自
治
体
の
水
源
ダ
ム
だ

が
、
停
電
で
揚
水
ポ
ン
プ
が
作
動

せ
ず
、
山
形
県
米
沢
市
か
ら
バ
キ

ュ
ー
ム
カ
ー
を
調
達
し
て
し
の

ぎ
、
水
を
守
り
き
っ
た
。

　震
災
当
時
は
大
型
車
が
入
れ
る

駐
車
場
が
な
く
、
必
要
に
迫
ら
れ

て
の
ダ
ム
公
園
内
へ
の
移
転
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
で
、
４
０
０
台
を
超
す

広
大
な
駐
車
場
が
確
保
で
き
た
。

　独
創
的
な
の
は
移
動
販
売
だ
。

道
の
駅
か
ら
学
校
給
食
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
、
役
場
ま
で
食
料

品
な
ど
の
移
動
販
売
を
展
開
。
七

ヶ
宿
源
流
米
「
や
ま
の
し
ず
く
」

は
国
際
大
会
で
金
賞
を
受
賞
し
た

付
加
価
値
商
品
。
下
流
の
松
島
町

と
連
携
、
こ
の
米
を
使
っ
た
ビ
ー

ル
の
開
発
を
研
究
中
と
い
う
。

　梅
津
町
長
は
「
新
し
い
道
の
駅

は
物
を
売
る
だ
け
で
な
く
、
炊
き

出
し
も
料
理
も
、
商
品
開
発
も
出

来
る
災
害
の
基
地
に
な
る
こ
と
が

重
要
。
人
を
守
り
、
人
と
人
が
繋

が
っ
て
地
域
が
元
気
に
な
り
、
安

心
が
作
れ
る
」
と
訴
え
た
。

２

夕張メロード
林広子主任

　夏はなんといっても特産『夕張メロン』

北海道夕張市紅葉山 526-19
国道 274 号　TEL.0123-53-8111

をはじめ地元農家さんの新鮮野菜が豊富に並び、
お土産品にも夕張メロン果汁や果肉を使ったお菓
子などを取り揃えております。中でも人気は、他
で味わえない風味豊かな≪オリジナル夕張メロン
ソフトクリーム≫。10 月までの限定販売です。

農匠の郷やくの
細見秀樹代表取締役社長

　珍しい漆塗りや和菓子づくりの体験、

京都府福知山市夜久野町平野 2150
国道 9号　　TEL.0773-38-0001

夜久野高原の地場産直料理お召し上がりの後は、
地下 1200 ｍから汲み上げたラドンを含む天然温泉

「夜久野高原温泉」でお疲れをほっこりと癒してく
ださい。48畳休憩室にはキッズコーナーやマッサー
ジチェアもあり家族連れにオススメです。

なるさわ
渡辺建司館長

　世界遺産に登録された富士山を眺望で

山梨県鳴沢村 8532-63
国道 139 号　　TEL	0555-85-3366

きる絶好のロケーションにあります。軽食では、
地元鳴沢菜を使った混ぜご飯、富士桜ソフトクリー
ムが人気です。物産館では、朝採りの新鮮な高原
野菜や、ブルーベリー等を販売しています。富士
の大自然も一緒にお土産にお楽しみください。
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特
産
品
に
創
意
工
夫

鳥
海
ふ
ら
っ
と

　大
賞
を
受
け
た
時
田
博
機
遊
佐

町
長
は
、
道
の
駅
に
ふ
ら
っ
と
来

て
と
い
う
意
味
と
「
少
し
安
め
で

良
い
も
の
を
」
と
音
楽
記
号
「
♭
」

に
か
け
た
と
駅
名
を
説
明
。

　町
は
鳥
海
山
、
日
本
海
、
砂
丘
、

平
野
、
温
泉
な
ど
大
自
然
に
恵
ま

れ
る
。
町
民
は
、
農
業
は
上
手
だ

が
サ
ー
ビ
ス
は
下
手
で
情
報
発
信

は
苦
手
と
い
う
。こ
の
改
善
に「
魅

力
あ
る
特
産
品
に
こ
だ
わ
り
本
当

に
良
い
も
の
を
提
供
す
る
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
創
意
工
夫
し
た
。

　岩
ガ
キ
を
そ
の
場
で
剥
き
新
鮮

な
う
ち
に
提
供
、
魚
を
目
の
前
で

焼
い
て
販
売
、
目
と
匂
い
で
楽
し

ま
せ
る
。
買
っ
た
魚
を
お
か
ず
と

し
て
食
べ
ら
れ
る
食
堂
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
、
な
ど
。
焼
き
上
が
る
ま

で
行
列
が
出
来
る
人
気
だ
。
焼
き

た
て
の
魚
を
手
に
土
産
品
コ
ー
ナ

ー
を
通
っ
て
食
堂
で
ご
は
ん
セ
ッ

ト
を
求
め
る
動
線
も
考
え
た
。

　結
果
、
人
口
１
万
５
０
０
０
人

の
町
に
入
込
み
客
は
年
間
延
べ
２

３
０
万
人
、
７
割
が
県
外
客
で
外

国
人
周
遊
客
も
約
５
０
０
人
。
売

上
も
産
直
が
５
億
円
、
宿
泊
と
温

泉
で
３
億
円
と
成
長
。
約
１
０
０

人
を
雇
用
、業
者
も
約
30
社
あ
り
、

ブ
ラ
ン
ド
発
信
協
議
会
を
作
っ
て

日
々
課
題
を
話
し
合
う
。

　問
題
は
高
速
道
路
建
設
。
利
便

性
が
高
ま
る
半
面
、
通
過
の
町
に

な
る
の
で
は
と
い
う
危
機
感
だ
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
重
ね
、
研
究
会
、
準
備

会
を
ス
タ
ー
ト
、
対
応
策
を
練
っ

用
し
た
ね
こ
グ
ッ
ズ
は
包
装
紙
か

ら
産
直
品
ま
で
開
発
「
11
ぴ
き
の

ね
こ
」
が
お
も
て
な
し
す
る
観
光

神
戸
大
学
経
済
学
部
研
究
員

�

松
尾
祐
作

　旧
建
設
省
「
道
の
駅
」
懇
談
会
の
当
初
の
提
言
に

よ
る
と
、
制
度
の
原
点
は
地
域
と
道
路
利
用
者
と
の

「
交
流
」
で
、
内
外
の
連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

を
促
す
発
想
だ
っ
た
。
社
会
実
験
で
地
域
特
産
品
や

地
元
農
産
物
等
の
販
売
所
が
好
評
で
、
販
売
機
能
に

主
力
を
置
き
農
産
物
直
売
所
の
一
つ
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
強
ま
っ
た
。

　東
日
本
大
震
災
で
道
の
駅
は
災
害
対
応
の
多
様
な

拠
点
機
能
を
発
揮
し
た
。
災
害
対
応
を
含
む
地
域
問

題
を
考
え
る
際
、道
の
駅
の
発
想
の
原
点「
交
流
」「
連

携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
」
機
能
を
再
考
す
べ
き

だ
。
交
通
経
済
学
の
観
点
か
ら
は
、
道
路
は
目
的
地

ま
で
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
と
定
義
さ
れ
る
。
道
路
は
利

用
者
に
閉
ざ
さ
れ
た
空
間
で
周
辺
地
域
と
の
関
係
は

二
次
的
だ
。輸
送
効
率
化
を
重
点
に
計
画
整
備
さ
れ
、

騒
音
、
排
ガ
ス
等
、
公
害
を
も
た
ら
す
外
部
不
経
済

の
抑
制
が
主
眼
だ
っ
た
。

　道
の
駅
は
地
域
住
民
と
道
路
利
用
者
の
交
流
の

「
結
節
点
」
で
、
交
通
経
済
学
の
捉
え
方
か
ら
は
画

期
的
で
あ
る
。
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
や
コ
ン
ビ
ニ
の
利
用

者
と
設
置
者
の
商
取
引
と
い
う
ド
ラ
イ
な
関
係
に
比

べ
、
人
と
人
の
繋
が
り
と
い
う
ウ
エ
ッ
ト
な
関
係
が

特
徴
だ
。

　道
の
駅
は
世
界
的
に
も
我
が
国
が
発
祥
で
「
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
」
は
世
界
共
通
語
に
な
り
つ
つ

あ
る
が
、
世
界
銀
行
や
国
際
協
力
銀
行
も
、
地
元
住

民
が
連
携
し
て
地
域
の
魅
力
を
広
め
、
地
域
振
興
の

拠
点
と
紹
介
す
る
。

　目
的
地
へ
の
途
中
で
の
魅
力
に
触
れ
た
い
欲
求
は

誰
も
が
持
つ
。
道
の
駅
を
拠
点
に
地
域
の
魅
力
を
伝

え
れ
ば
、地
域
住
民
も
地
元
の
良
さ
を
再
認
識
す
る
。

発
想
の
原
点
「
交
流
」
の
概
念
を
再
認
識
し
、
地
域

連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
拠
点
の
役
割
を
高
め

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

が
道
の
駅
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
だ
。

道
の
駅
は
、
南
部
氏
が
盛
岡
に
移

る
ま
で
居
城
と
し
た
三
戸
城
跡
の

３

城
山
公
園
に
近
く
、
武
家
屋
敷
風

の
建
築
。
駐
車
場
と
段
差
が
１
㍍

20
㌢
あ
っ
て
国
道
か
ら
見
え
な
い

で
利
用
が
進
ま
ず
、
３
年
前
大
改

造
し
て
建
物
と
駐
車
場
を
フ
ラ
ッ

ト
に
し
た
。
ね
こ
グ
ッ
ズ
の
人
気

と
相
ま
っ
て
入
込
み
客
や
売
上
も

倍
増
。
町
が
運
行
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
は
道
の
駅
を
通
ら
な
か

っ
た
が
、
路
線
に
組
み
込
ん
だ
ら

町
民
利
用
も
増
え
た
。

若
者
と
お
年
寄
り
、
外
来
者
と
の

交
流
の
場
に
４
コ
ー
ス
36
ホ
ー
ル

の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
建
設
中
で

来
年
オ
ー
プ
ン
の
予
定
。

�

（
竹
原
義
人
三
戸
町
長
）

●
安
達

観
光
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
配
置

　国
道
４
号
に
面
し
智
恵
子
抄
で

有
名
な
「
千
恵
子
の
里
」
の
駅
。

安
達
太
良
山
や
霞
ヶ
城
（
二
本
松

城
）、
千
恵
子
の
生
家
、
安
達
ヶ

原
ふ
る
さ
と
村
、
岳
温
泉
な
ど
の

観
光
名
所
や
今
秋
60
回
目
を
迎
え

る
二
本
松
菊
人
形
な
ど
、
豊
富
な

観
光
資
源
を
活
用
す
る
た
め
、
道

の
駅
に
観
光
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を

配
置
し
、
二
本
松
市
全
体
の
観
光

や
産
業
、
地
域
伝
統
な
ど
の
情
報

発
信
拠
点
に
す
る
方
針
だ
。

　地
域
振
興
施
設
の
ベ
ー
カ
リ
ー

は
１
０
０
種
の
品
揃
え
が
あ
る
。

月
に
１
種
ず
つ
新
商
品
を
出
し
て

人
気
だ
。
和
紙
伝
承
館
で
は
地
域

伝
統
の
手
す
き
和
紙
の
実
演
も
。

和
紙
の
心
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
若

者
へ
の
講
習
も
実
施
。
和
紙
工
芸

品
を
開
発
し
新
た
な
伝
統
工
芸
発

信
の
場
に
し
た
い
。

　他
の
道
の
駅
や
県
外
の
道
の
駅

と
の
連
携
に
よ
る
情
報
共
有
や
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ツ
イ
ッ
タ
ー

な
ど
の
仕
掛
け
も
検
討
す
る
。

�

（
新
野
洋
二
本
松
市
長
）

小豆島ふるさと村
森山佳則駅長

　小豆島の海、山、空を活かした体感

香川県小豆島町室生 2084-1
県道三都港平木線　　TEL0879-75-2266

型総合施設です。シーカヤックをはじめヨットや
魚釣り、いちご狩り、そうめん箸分け、そうめん
流し、オリーブクラフト、うどん作り、星空観測
など１日中楽しめます。公共の宿泊施設、ファミ
リーロッジ、オートキャンプ場も完備しています。

あつみ
佐藤直司駅長

　施設眼下の日本海に沈む夕陽は絶景

山形県鶴岡市早田字戸ノ浦 606
国道 7 号 TEL.0235-44-3211

で、磯遊びも楽しめます。レストランは地元漁港
から直接買い付けた旬の魚を使った魚介料理が人
気です。夏は何と言っても「岩牡蠣」が絶品です。
売店では温海地域を中心に庄内地方の特産品が並
んでいますので是非ご家族でお越し下さい。

ふぉレスト君田
増原美登里支配人

　中国・四国地方では大変珍しい「重曹泉」

広島県三次市君田町泉吉田 311-3
主要地方道三次高野線　　TEL.0824-53-7021

の泉質の温泉があり、宿泊施設・レストラン・喫茶店・
パン屋・野菜市・美術館などを構内に設けています。郷
土料理として昔からこの地方で食べられてきたワニ（鮫）
の刺身や湯引き、土産物にワサビのもろみ漬けがお勧め。
地元神楽団を中心に神楽公園イベントを毎月開催します。

☆ 26年 4月登録道の駅（16駅）
駅名 所在地 路線名 供用予定日 ひとくちＰＲ

あいづ　湯川・会津坂下 福島県河沼郡湯川村佐野目五丁ノ目 78 番地１ 国道 49 号 平成 26 年 10 月 地元農産品の充実と地元高校との連携。冬期交通障害の対応拠点。
からむし織の里しょうわ 福島県大沼郡昭和村佐倉上ノ原 1番地 国道 400 号 平成 26 年 8月 重要無形文化財「越後上布」の「からむし織り」体験と販売。
日立おさかなセンター 茨城県日立市みなと町 5779 番地 24 国道 245 号 平成 26 年 9月 旬の魚情報発信と販売やレシピの提供。イベントも開催。
サシバの里いちかい 栃木県芳賀郡市貝町市塙 1270 番地 主要地方道宇都宮・茂木線 平成 26 年 4月 絶滅の恐れのあるサシバに適した里山環境の保全をめざす。
くらぶち小栗の里 群馬県高崎市倉渕町三ノ倉 296 番地 1 国道 406 号 平成 26 年 4月 倉渕地域の郷土料理、レシピの提供。道祖神ツァーの実施。
富士川 山梨県南巨摩郡富士川町青柳町 1655 番地 3 国道 52 号・町道青柳横通り線 平成 26 年７月 ゆず・トマトなど特産品販売。隣接防災ステーションと連携拠点。
こすげ 山梨県北都留郡小菅村 3445 村道大久保 4号 平成 26 年 11 月 農林業体験活動の拠点。玉川「源流大学」の拠点にも。
三方五湖 福井県三方上中郡若狭町鳥浜第 122 号 31 番 1 国道 162 号 平成 27 年 3月 湿地・水鳥情報の提供など、周辺観光のゲートウェイに。
妹子の郷 滋賀県大津市和邇中 528 国道 161 号・湖西道路 平成 27 年 5月 ウォーターレジャーから比良山まで自然体験案内と特産品販売。
京丹波　味夢の里 京都府船井郡京丹波町曽根深シノ 65 番地 1 国道 478 号・京都縦貫自動車道 平成 27 年４月 京丹波コンシェルジュ常駐で農業体験やワイナリーの案内も。
虫喰岩 和歌山県東牟婁郡古座川町池野山 705-1 県道田原古座線 平成 26 年４月 虫喰岩を活用した地質学習観光からカヌートレッキングまで。
上関海峡 山口県熊毛郡上関町室津 904 番地 15 主要地方道光上関線 平成 26 年 11 月 地元漁師の直販による新鮮な水産品販売。
津島やすらぎの里 愛媛県宇和島市津島町高田甲 830 番地 1 主要地方道宿毛津島線 平成 26 年４月 温泉施設活用で健康増進・交流の場に。温水プールも。
どんぶり館 愛媛県西予市宇和町稲生 118 番地 主要地方道宇和野村線 平成 26 年４月 西予ジオパークの自然景観をいかしたツアーの拠点。ガイド常駐。
天空の郷さんさん 愛媛県上浮穴郡久万高原町入野 1855-6 国道 33 号 平成 26 年４月 高原野菜として高い評価の久万高原野菜の直販。
なかつ 大分県中津市加来 814 番地 国道 10 号 平成 26 年４月 特産のハモ、唐揚げが自慢の味。耶馬渓や城下町中津観光の拠点。

て
お
り
、
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
構

想
を
軸
に
、
鳥
海
山
観
光
の
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
の
実
現
を
目
指
す
。

●
象
潟

ツ
ア
ー
プ
ラ
ン
作
り
営
業

　観
光
に
よ
る
地
域
振
興
が
大
き

な
柱
。
集
客
力
ア
ッ
プ
に
割
安
な

ツ
ア
ー
プ
ラ
ン
を
作
っ
て
営
業
、

酒
の
試
飲
会
な
ど
多
く
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
。
月
２
回
温
泉
保
養
施

設
を
お
年
寄
り
に
開
放
す
る
無
料

サ
ー
ビ
ス
デ
ー
も
実
施
し
て
い

る
。
無
料
で
も
道
の
駅
で
買
い
物

を
し
て
く
れ
る
の
で
十
分
だ
。

　直
売
所
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
整
備

し
、
市
の
観
光
課
、
観
光
協
会
が

一
緒
に
入
る
。
高
速
道
路
の
整
備

が
進
む
と
客
を
奪
わ
れ
る
懸
念
が

あ
り
、
観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
Ｊ

Ｒ
や
Ａ
Ｎ
Ａ
か
ら
人
を
派
遣
し
て

も
ら
い
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　市
の
１
０
０
％
出
資
で
設
立
し

た
株
式
会
社
が
指
定
管
理
者
で
市

長
が
社
長
だ
が
、
市
と
似
通
っ
た

給
与
体
系
で
は
問
題
が
あ
っ
た
。

一
度
退
職
金
を
払
っ
て
全
員
退
職

し
て
も
ら
い
、
社
員
の
理
解
を
得

て
本
給
と
考
査
給
の
２
本
立
て
に

変
え
た
。
実
績
次
第
で
給
与
変
動

す
る
体
系
に
改
め
た
。

�

（
横
山
忠
長
に
か
ほ
市
長
）

●
さ
ん
の
へ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用

　「11
ぴ
き
の
ね
こ
」
シ
リ
ー
ズ

で
全
国
に
知
ら
れ
る
漫
画
家
馬
場

の
ぼ
る
さ
ん
が
地
域
出
身
で
「
ね

こ
に
よ
る
町
づ
く
り
」
で
地
域
振

興
を
図
る
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活

　今後の道の駅　交流、連携・ネットワーク形成の拠点
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　房
総
半
島
九
十
九
里
浜
の
ほ
ぼ

中
央
に
あ
る
道
の
駅
「
オ
ラ
イ
は

す
ぬ
ま
」（
千
葉
県
山
武
市
蓮
沼
）

で
６
月
、「
道
の
駅
を
〝
学
び
の

場
〟
に
『
ミ
ニ
防
災
セ
ミ
ナ
ー
』」

が
開
か
れ
た
。

　椎
名
千
収
山
武
市
長
の
開
会
挨

拶
の
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
防
災
千
葉
の
大

野
二
三
男
さ
ん
が
、
語
り
継
ぐ
災

害
「
地
震
津
波
災
害
」
／
元
同
市

立
成
東
小
学
校
長
南
波
博
美
さ
ん

が
「
元
禄
つ
な
み
の
遺
構
が
語

る
」
／
道
の
駅
「
オ
ラ
イ
は
す
ぬ

ま
」
観
光
大
使
片
岡
英
夫
さ
ん
が

「
は
す
ぬ
ま
の
歴
史
と
災
害
」
／

同
県
県
土
整
備
部
の
小
川
泰
弘
さ

ん
が
「
道
の
駅
」
の
防
災
上
の
役

割
／
同
県
緑
化
推
進
委
員
会
の
野

村
浩
さ
ん
が
「
海
岸
林
の
防
災
機

　「私
た
ち
に
は
〝
ま
ず
炊
き
出

し
〟
と
い
う
血
が
祖
先
か
ら
受
け

継
が
れ
体
に
染
み
込
ん
で
い
る
の

で
す
」
―
―
岩
手
県
陸
前
高
田
市

地
域
女
性
団
体
協
議
会
の
佐
々
木

美
代
子
会
長
は
淡
々
と
語
る
。

　あ
の
時
、
３
・
11
東
日
本
大
震

災
で
も
そ
う
だ
っ
た
。
何
が
起
こ

っ
た
の
か
、
皆
は
ど
う
し
て
い
る

か
。
考
え
る
い
と
ま
も
無
く
気
が

動
転
し
て
い
る
中
で
も
体
が
自
然

と
炊
き
出
し
に
動
い
た
。
ど
の
避

難
所
に
も
黙
々
と
お
に
ぎ
り
を
握

　巨
大
地
震
の
切
迫
が
公
表
さ
れ
る
日
本
列
島
。

こ
れ
ま
で
経
験
し
な
か
っ
た
よ
う
な
異
常
な
風
水

害
も
頻
発
し
、
脆
弱
国
土
に
対
す
る
国
民
不
安
が

日
増
し
に
高
ま
っ
て
い
る
折
、
国
土
交
通
省
や
首

都
圏
１
都
６
県
な
ど
が
共
催
し
、
栃
木
県
宇
都
宮

市
内
の
鬼
怒
川
河
川
敷
で
５
月
、「
利
根
川
水
系

連
合
・
総
合
水
防
演
習
」
が
実
施
さ
れ
た
。
太
田

昭
宏
国
土
交
通
相
や
福
田
富
一
同
県
知
事
を
は
じ

め
約
８
０
０
０
人
が
参
加
、
本
番
さ
な
が
ら
に
洪

水
へ
の
備
え
固
め
に
取
り
組
ん
だ
。

　大
型
台
風
接
近
で
鬼
怒
川
の
水
位
が
警
戒
ラ
イ

ン
を
超
え
た
と
の
想
定
で
、
ま
ず
宇
都
宮
市
消
防

団
が
「
木
流
し
工
」「
月
の
輪
工
」「
五
徳
縫
い
工
」

な
ど
と
呼
ば
れ
、
伝
承
さ
れ
て
い
る
堤
防
の
洗
掘

・
漏
水
・
亀
裂
防
止
工
法
を
実
演
。

　次
い
で
、
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
衛
星
画
像
、

水
位
監
視
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
情
報
に
応
じ
、
中
学

生
や
近
隣
住
民
ら
市
民
参
加
の
避
難
訓
練
、
土
の

う
つ
く
り
、
簡
易
防
水
体
験
な
ど
に
続
き
、
一
般

社
団
法
人
栃
木
県
建
設
業
協
会
宇
都
宮
支
部
の
約

30
人
が
、
大
型
ダ
ン
プ
で
土
砂
を
運
び
込
み
、
重

機
を
操
作
し
て
通
常
土
の
う
70
個
分
も
あ
る
と
い

う
大
型
土
の
う
製
作
に
汗
を
流
し
た
。

　消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
、
日
赤
な
ど
に
よ
る
、

孤
立
地
域
や
浸
水
家
屋
か
ら
逃
げ
遅
れ
た
住
民
ら

の
救
出
・
救
護
訓
練
も
披
露
さ
れ
た
。

　同
協
会
宇
都
宮
支
部
の
土
木
委
員
長
を
務
め
る

野
澤
充
広
さ
ん
（
51
）
＝
野
澤
實
業
代
表
取
締
役

＝
ら
が
特
に
真
剣
だ
っ
た
の
は
、
多
発
す
る
観
測

記
録
破
り
の
大
雨
に
つ
い
て
、
気
象
庁
や
国
交
省

も
明
ら
か
な
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
み
て
、
警
戒

し
て
い
る
か
ら
だ
。

　「『
語
り
部
』
調
で
話
し
ま
す
」

と
南
波
さ
ん
。
由
来
が
伝
え
る
状

況
を
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
語
っ
た
。

海
岸
林
の
松
林
は
浜
か
ら
５
㍍
高

利根川水系連合・総合水防演習 栃木県建設業協会宇都宮支部も

佐
々
木
美
代
子
会
長

「
災
害
時
〝
即
炊
き
出
し
〟
と
い
う
共
助
の
風
習
あ
っ
た
」

重機を操作し大型土のう製作

伊
豆
大
島
の
土
石

流
災
害
復
旧
に
も

東
京
都
建
設
業
協

会
が
貢
献

く
、
遠
浅
の
海
は
津
波
と
縁
遠
い

よ
う
な
の
に
な
ぜ
最
大
被
害
を
招

い
た
か
。
砂
丘
の
上
は
高
い
が
後

背
地
は
低
地
が
帯
状
に
広
が
る
地

形
が
問
題
と
い
う
。
津
波
は
矢
の

よ
う
な
勢
い
で
押
し
寄
せ
漁
船
や

人
家
を
砕
き
流
し
、
帯
状
の
低
地

を
飲
み
込
ん
だ
と
い
う
記
録
が
、

由
来
に
残
る
と
話
し
た
。

　来
場
者
の
中
に
は
部
活
動
の
中

学
生
の
姿
も
あ
り
、
元
校
長
の
話

は
郷
土
研
究
者
な
ら
で
は
で
「
地

元
で
も
知
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、

た
め
に
な
っ
た
」「
東
日
本
大
震

災
の
記
憶
が
蘇
り
、
道
の
駅
の
役

割
や
防
災
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　セ
ミ
ナ
ー
は
同
道
の
駅
、
千
葉

県
、
山
武
市
な
ど
が
主
催
、
国
交

省
関
東
地
方
整
備
局
、
全
国
「
道

の
駅
」
連
絡
会
、関
東
「
道
の
駅
」

連
絡
会
が
後
援
、
公
益
社
団
法
人

国
土
緑
化
推
進
機
構
が
協
賛
。

　「大
震
災
の
記
憶
と
防
災
・
減

災
展
」
の
パ
ネ
ル
展
示
、「
日
本

の
森
林
い
ま
む
か
し
『
蘇
る
山
々

の
緑
』
写
真
展
」
も
セ
ミ
ナ
ー
に

合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
。

道
の
駅「
オ
ラ
イ
は
す
ぬ
ま
」で
ミ
ニ
防
災
セ
ミ
ナ
ー

備
え
の
大
切
さ
学
ぶ

４

番屋
星安彦駅長

　尾瀬街道入口にあり、会津高原の温

福島県南会津町番屋４
国道 352 号　TEL.0241-78-2785

泉施設、スキー場、ゴルフ場をめざす首都圏から
の玄関口ともなる道の駅です。栽培から粉ひきま
で自家で仕上げた手づくりそば、そばがきの素揚
げ「ばんや揚げ」、やはり自家栽培の行者にんに
くをたっぷり入れた手づくり餃子が自慢です。

朝日
松村朗管理主任

　広大な敷地にバラエティ豊かな施設

新潟県村上市猿沢１２１５
国道 7 号  　TEL.0254-72-1551

があります。プールのあるきれい館で健康づくり、
食堂で村上牛など地元食材の美味料理に舌鼓し、
まほろば温泉で癒され、物産館で大人気のロイヤ
ルスィートバニラをどうぞ。古民家を移築した「ま
たぎの家」では季節のイベントも開催します。

ゆいゆい国頭
平良勇支配人

　沖縄本島最北端「ヤンバルクイナ」

沖縄県国頭村字奥間 1605
国道 58 号　　TEL.0980-41-5555

の里で、多種多様な動植物が生息し、東洋のガラ
パゴスといわれています。ブランドのイノブタ料
理、クニガミドーナツ、地元漁業組合とコラボし
た定置網丼などを食せます。やんばる薬膳華みそ、
タンカンジャムなど特産品も直売しています。

能
」
を
テ
ー
マ
に
、
備
え
の
大
切

さ
な
ど
を
講
演
し
た
。

　前
日
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
見
舞
わ

れ
た
が
当
日
は
晴
れ
て
同
駅
中

央
広
場
で
実
施
。
同
セ
ミ
ナ
ー

は
島
根
県
「
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
浜

田
」、
高
知
県
「
や
す
」、
千
葉
県

「
和
田
浦
Ｗ
Ａ
Ｏ
！
」、栃
木
県「
も

て
ぎ
」
で
開
催
し
た
が
、
す
べ
て

施
設
内
で
野
外
広
場
は
初
め
て
。

屋
外
開
催
の
効
果
で
買
い
物
客
も

足
を
止
め
、
車
の
中
で
聴
く
人
も

い
て
、
道
の
駅
で
の
開
催
に
ふ
さ

わ
し
い
セ
ミ
ナ
ー
に
な
っ
た
。

　中
で
も
南
波
さ
ん
が
自
ら
調
べ

た
同
市
に
３
基
残
る
遺
構
「
津
波

塚
」
が
伝
え
る
元
禄
津
波
の
話
は

関
心
を
集
め
た
。
３
０
０
年
前
関

東
一
円
を
襲
っ
た
元
禄
地
震
と
津

波
被
害
は
九
十
九
里
浜
で
最
大
被

害
を
も
た
ら
し
た
。
津
波
塚
と
供

養
塔
の
由
来
が
当
時
の
惨
状
を
伝

え
て
い
る
と
い
う
。

な
救
援
生
活
を
送
っ
た
か
、
少
し

ず
つ
記
録
を
集
め
始
め
た
。

　泣
き
な
が
ら
ペ
ン
を
走
ら
せ
た

体
験
記
録
の
数
々
は
「
市
女
協
だ

よ
り
」
津
波
体
験
特
集
に
結
実
。

今
春
「
３
・
11
―
あ
の
時
、
私
た

ち
は
＝
炊
き
出
し
を
中
心
に
＝
」

が
第
３
号
に
な
り
、
今
後
も
貴
重

な
記
録
を
つ
む
ぎ
続
け
る
。

　「大
震
災
を
風
化
さ
せ
る
こ
と

な
く
被
災
体
験
を
語
り
伝
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
佐
々
木
さ

ん
。
立
派
な
建
築
だ
っ
た
道
の
駅

「
高
田
松
原
」
も
無
残
に
壊
滅
。

建
物
の
最
上
階
ま
で
逃
げ
、
階
段

に
し
が
み
つ
い
て
や
っ
と
助
か
っ

た
人
も
。
国
、
県
、
市
で
奇
跡
の

一
本
松
を
含
む
道
の
駅
「
高
田
松

原
」
周
辺
を
復
興
祈
念
公
園
と
し

て
残
す
検
討
を
始
め
て
い
る
。

　
　◇

　両
国
国
技
館
に
接
す
る
東
京
墨

田
区
横
網
町
公
園
。
関
東
大
震
災

の
犠
牲
者
を
ま
つ
る
東
京
都
慰
霊

堂
と
復
興
記
念
館
が
建
つ
。
東
京

で
最
大
被
害
の
被
服
廠
跡
。
語
り

継
ぐ
難
し
さ
。
だ
が
、
こ
こ
に
立

つ
と
往
時
の
惨
状
が
し
の
ば
れ
、

今
も
線
香
の
煙
が
絶
え
な
い
。

る
女
性
た
ち
の
姿
が
あ
っ
た
。

　「こ
の
地
方
に
は
昔
か
ら
災
害

時
〝
即
炊
き
出
し
〟
と
い
う
共
助

の
風
習
が
受
け
継
が
れ
て
き
た
の

で
す
」
と
佐
々
木
さ
ん
。
そ
の
作

業
は
「
災
害
時
に
女
性
が
最
も
活

躍
で
き
る
場
面
」
だ
と
い
う
。

　日
本
が
経
験
し
た
こ
と
の
無
い

甚
大
被
害
に
直
面
し
、
頭
の
中
は

真
っ
白
で
物
も
言
え
な
い
状
態
で

も
体
が
動
い
た
現
実
や
体
験
は
語

り
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
被

災
者
は
ど
ん
な
避
難
所
で
、
ど
ん

岩
手
県
陸
前
高
田
市
地
域

女
性
団
体
協
議
会
会
長

「
語
り
部
」
調
で
講
演
し
た
南
波

博
美
さ
ん

熱
心
に
聞
き
入
る
道
の
駅
の
来
訪

客
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　日
本
風
景
街
道
は
「
景
観
、
自

然
、
歴
史
、
文
化
等
の
地
域
資
源

を
活
か
し
て“
国
民
的
な
原
風
景
”

を
創
出
す
る
運
動
」
で
あ
る
。
福

島
県
会
津
若
松
市
内
の
風
景
街
道

「
城
下
町
あ
い
づ
道
草
街
道
」
は
、

そ
れ
を
実
感
で
き
る
モ
デ
ル
的
ル

ー
ト
だ
。

　ル
ー
ト
の
中
心
的
な
活
動
を
展

開
し
て
い
る
同
市
中
心
部
の
七
日

町
通
り
は
、
城
下
町
会
津
を
発
す

る
会
津
五
街
道
の
起
点
だ
っ
た
同

市
大
町
四
ツ
角
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
只
見

線
七
日
町
駅
付
近
ま
で
７
５
０
㍍

ほ
ど
の
通
り
だ
。
ど
こ
で
も
見
か

け
る
地
方
都
市
の
中
心
市
街
地
の

よ
う
な
と
こ
ろ
も
多
少
あ
る
が
、

大
正
か
ら
昭
和
初
期
ら
し
い
レ
ン

ガ
造
な
ど
の
近
代
建
築
が
ま
と
ま

っ
て
あ
っ
た
り
、
木
造
の
西
洋
館

や
純
日
本
風
古
民
家
、
商
家
も
土

蔵
も
立
ち
並
ん
だ
り
し
て
、
不
思

議
な
雰
囲
気
の
街
並
み
に
な
っ
て

い
る
。

　地
方
都
市
の
中
心
市
街
地
と
い

え
ば
近
年
は
、
店
じ
ま
い
が
や
た

ら
目
に
つ
く「
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
」

が
増
え
て
い
る
が
、
こ
こ
は
皆
無

の
よ
う
に
見
え
る
。
平
日
午
後
で

も
か
な
り
の
数
の
観
光
客
ら
し
い

カ
ッ
プ
ル
や
グ
ル
ー
プ
が
ウ
イ
ン

ド
ウ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
り
レ
ト

ロ
な
カ
フ
ェ
で
休
ん
だ
り
し
て
い

る
。　「東

日
本
大
震
災
と
原
発
事
故

　昨
年
は
10
月
に
伊
豆
大
島
を
は
じ
め
全
国
で
40

人
以
上
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
た
台
風
26

号
ば
か
り
で
な
く
、
山
口
、
岩
手
、
京
都
な
ど
を

襲
っ
た
大
雨
の
ほ
と
ん
ど
が
1
時
間
１
０
０
㍉
を

超
え
る
す
さ
ま
じ
さ
だ
っ
た
。

　栃
木
県
内
で
も
こ
こ
十
数
年
は
大
き
な
被
害
が

な
い
と
は
い
え
、
宇
都
宮
市
内
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
で

５
月
ま
で
に
昨
年
の
４
倍
の
雨
量
と
い
う
。
６
月

16
日
の
大
雨
警
報
時
に
が
け
崩
れ
で
10
世
帯
に
避

難
勧
告
が
出
さ
れ
た
ほ
か
、
中
小
４
河
川
も
は
ん

ら
ん
寸
前
に
な
り
、同
支
部
会
員
社
が
出
動
し
て
、

え
ぐ
ら
れ
た
堤
防
の
大
型
土
の
う
補
強
に
奮
闘
し

た
。　野

澤
さ
ん
は
「
危
険
河
川
が
少
な
く
な
く
、
相
次

ぐ
注
意
報
、警
報
で
待
機
も
出
動
も
増
え
大
変
で
す
。

本番さながら 8000 人が参加

　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん
が

手
が
け
、
日
本
の
象
徴
富
士
山
を
モ
チ
ー
フ

に
、
歴
史
や
文
化
が
道
路
を
介
し
て
未
来
へ

と
続
い
て
い
く
こ
と
へ
の
願
い
を
こ
め
て
表

現
し
た
。

七日町通り 西洋館や古民家、土蔵も
福島県会津若松
城下町あいづ道草街道

宇都宮支部員の集結

太
田
国
交
相
も
土
の
う
づ
く
り

参
加

泊
学
習
な
ど
を
含
む
県
外
か
ら
の

教
育
旅
行
が
最
近
目
立
っ
て
増
え

た
こ
と
だ
。
大
震
災
後
は
大
幅
に

減
っ
た
が
、
昨
年
度
は
約
３
７
０

件（
同
市
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー
調
べ
）

と
回
復
し
て
い
る
。

修
学
旅
行
の
児
童
も

　新
潟
県
の
妙
高
市
立
妙
高
高
原

北
小
学
校
６
年
生
26
人
は
、
修
学

旅
行
と
し
て
七
日
町
通
り
を
歩

き
、
会
津
漆
器
や
紙
器
づ
く
り
に

つ
い
て
体
験
学
習
し
た
。

　引
率
の
猪
又
英
一
校
長
は
「
物

見
遊
山
で
な
く
何
か
学
ぶ
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
、
宮
城
県
の
被
災
地

視
察
も
併
せ
付
き
添
い
ま
し
た
。

津
波
に
さ
ら
わ
れ
た
中
学
生
の
自

宅
跡
を
訪
れ
て
衝
撃
を
受
け
た
こ

と
、
伝
統
の
街
並
み
や
工
芸
技
術

を
今
日
に
大
切
に
継
承
し
て
い
る

こ
と
な
ど
を
ど
う
今
後
に
生
か
し

て
い
く
か
、
児
童
た
ち
は
真
剣
に

考
え
て
い
る
よ
う
で
す
」
と
話
し

て
い
た
。

５

レ
ト
ロ
な
七
日
町
歩
き
を
楽
し
む
観
光
客

修学旅行小学生の漆器店見学

で
も
大
地
震

時
の
道
路
啓

開
や
、
今
冬

の
よ
う
な
大

雪
除
雪
な
ど

わ
が
ま
ち
の

安
全
に
地
域

建
設
業
は
不

可
欠
だ
か

ら
、
泣
き
言

は
言
え
ま
せ

ん
よ
。
そ
れ

に
し
て
も
温

暖
化
進
行
は

何
と
か
止
め

な
い
と
」
と

気
を
引
き
締

め
て
い
る
。

で
、
太
平
洋
岸
か
ら
約
１
０
０
㌔

も
離
れ
放
射
能
汚
染
も
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
会
津
で
も
、
年
間
３
５

０
万
人
近
か
っ
た
観
光
客
が
一
挙

に
１
０
０
万
人
も
減
少
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
幸
い
、
昨
年
は
会
津

を
舞
台
に
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
『
八
重
の
桜
』
で
か
な
り
人
気

が
回
復
、
七
日
町
通
り
の
ま
ち
歩

き
も
連
動
し
て
急
速
に
注
目
を
集

め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
」

　ル
ー
ト
活
動
を
推
進
し
て
い
る

「
七
日
町
通
り
ま
ち
な
み
協
議
会
」

の
事
務
局
も
担
当
す
る
庄
司
裕
副

会
長
、
う
れ
し
そ
う
だ
っ
た
。

　七
日
町
通
り
は
20
年
前
、
量
販

店
進
出
な
ど
で
30
軒
以
上
の
空
き

店
舗
が
出
た
。
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

た
商
店
主
た
ち
は
連
携
し
、
地
域

の
買
い
物
客
を
呼
び
戻
す
ま
ち
づ

く
り
運
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

努
力
が
奏
功
し
て
い
つ
の
ま
に
か

外
部
の
人
々
も
魅
了
す
る
よ
う
に

な
り
、
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
た
い

き
さ
つ
が
あ
る
。

空
き
店
舗
解
消

　そ
れ
だ
け
に
、
庄
司
さ
ん
ら
は

七
日
町
通
り
の
復
活
は
、
一
過
性

の
大
河
ド
ラ
マ
効
果
だ
け
じ
ゃ
な

い
と
い
う
心
強
さ
を
感
じ
て
い

る
。
七
日
町
通
り
の
ま
ち
づ
く
り

は
、
全
国
で
も
数
少
な
い
地
方
都

市
中
心
市
街
地
に
お
け
る
空
き
店

舗
解
消
成
功
例
と
し
て
、
一
般
財

団
法
人
住
宅
生
産
振
興
財
団
か
ら

６
月
、「
住
ま
い
ま
ち
な
み
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
住
ま
い
の
ま
ち
な
み

賞
を
受
け
て
い
る
。

　こ
う
し
た
風
景
街
道
の
活
動
を

は
じ
め
、
古
い
も
の
、
人
と
人
の

き
ず
な
、
手
づ
く
り
の
ぬ
く
も
り

な
ど
、
効
率
だ
け
で
な
い
ア
ナ
ロ

グ
的
な
価
値
に
つ
い
て
、
日
本
中

が
再
認
識
し
始
め
て
い
る
現
わ
れ

な
の
だ
ろ
う
。

　ル
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
昔
か
ら

しみず
前島常男駅長

　広い敷地にテニスコート、ウォーター

和歌山県有田川町清水 607
国道 480 号　　TEL.0737-25-1288

スライダー付きプール、釣り堀、アスレチック広
場など多様な施設があり、団体も楽しめます。簡
易宿泊所、オートキャンプ場、ワンちゃんもＯＫ
のコテージと宿泊もいろいろ。棚田百選の「あら
ぎ島の米」、生産日本一の山椒商品も販売中。

遠山郷
山崎徳蔵支配人

　遠山郷はユネスコエコーパーク認定

長野県飯田市南信濃和田 456
国道 152 号　　　TEL.0260-34-1085

の南アルプスの山麓に佇む秘境の里で、檜丸太を
贅沢に使用した木造の建物が駅のシンボルです。
天然療養温泉塩の湯に浸かり、お山女や山肉を
使った郷土料理を味わい、朝採りのとうもろこし
など地元特産品で身も心も癒されてください。

とみうら
鈴木賢二駅長

　房州枇杷が特産の緑豊かな南房総富

千葉県南房総市富浦町青木 123-1
国道 127 号　TEL:0470-33-4611

浦町にあり、びわソフトクリーム・びわカレー・
びわゼリーなど、当駅の愛称「枇杷倶楽部」オリ
ジナル商品をたくさん揃えております。びわ狩り・
苺狩り・花摘みなど季節ごとの体験もでき、ゆっ
くり過ごしていただけます。

の
観
光
名
所
で

『
八
重
の
桜
』
で

も
戊
辰
戦
争
の
幕

府
軍
拠
点
と
し
て

壮
絶
な
抵
抗
戦
の

舞
台
と
な
っ
た
鶴

ヶ
城
（
若
松
城
）

や
、
悲
劇
が
語
り

伝
え
ら
れ
る
白
虎

隊
士
の
墓
な
ど
の

史
跡
は
重
要
拠
点

に
組
み
入
れ
て
い

る
。　も

う
一
つ
驚
く

の
は
、
小
中
学
生

の
修
学
旅
行
や
宿

一般社団法人　全国建設業協会
■
全
国
建
設
業
協
会
と
は

　
全
国
建
設
業
協
会
は
、

全
国
約
２
万
社
の
建
設
企

業
が
47
都
道
府
県
ご
と
に

建
設
業
団
体
を
組
織
し
、

あ
る
。
地
域
経
済
社
会
を

支
え
る
基
幹
産
業
と
し
て

雇
用
の
維
持
を
は
じ
め
、

河
川
・
道
路
な
ど
環
境
保

全
や
災
害
時
の
応
急
復
旧

活
動
、
社
会
貢
献
活
動
に

取
り
組
む
。
す
ぐ
れ
た
技

術
者
、技
能
者
の
確
保
や
、

将
来
に
わ
た
っ
て
技
術
、

技
能
の
継
承
が
出
来
る
環

境
作
り
も
活
動
の
大
き
な

柱
だ
。

そ
の
地

域
団
体

を
構
成

員
と
す

る
全
国

組
織
で
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わが国、国土への働きかけの歴史⑥

列島保全への課題 国
の
か
た
ち
を
造
っ
た
「
明
治
と
い
う
時
代
」（
後
編
）

３
基
の
碑

　
　岩
手
県
田
野
畑
村
島
越

　明
治
政
府
は
、
鉄
道
や
通
信
網

の
整
備
と
合
わ
せ
、
河
川
改
修
を

国
の
直
轄
事
業
等
に
よ
り
実
施
し

て
い
く
こ
と
と
し
た
。
当
初
は
舟

運
の
た
め
、
河
道
を
整
備
す
る
低

水
事
業
を
淀
川
・
利
根
川
・
信
濃

川
・
木
曽
川
・
北
上
川
・
阿
賀
野

川
な
ど
を
対
象
に
行
っ
た
が
、
鉄

道
整
備
に
よ
っ
て
舟
運
が
衰
え
る

と
、
高
水
事
業
と
い
う
洪
水
に
対

処
す
る
た
め
の
事
業
に
切
り
替
え

て
い
っ
た
。
こ
の
河
川
改
修
は
水

害
被
害
の
防
止
の
み
な
ら
ず
、
農

業
の
生
産
性
に
も
寄
与
し
た
こ
と

か
ら
、
熱
心
に
行
わ
れ
た
。

　信
濃
川
は
明
治
以
降
に
本
格
的

に
治
水
事
業
が
行
わ
れ
た
河
川
で

あ
る
。
越
後
平
野
は
、
信
濃
川
や

阿
賀
野
川
が
運
ぶ
土
砂
に
よ
り
、

比
較
的
新
し
い
時
代
に
陸
地
化
し

た
低
湿
地
で
、
川
の
水
面
よ
り
低

い
土
地
が
か
な
り
の
面
積
を
占
め

て
い
た
。
田
は
深
い
湿
田
の
状
態

で
あ
っ
た
し
、
洪
水
が
あ
る
と
容

易
に
氾
濫
す
る
う
え
、
溢
れ
た
水

が
な
か
な
か
引
か
な
い
状
態
だ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
江
戸
時
代
か
ら

分
水
事
業
の
提
案
は
あ
っ
た
が
、

費
用
や
全
体
の
合
意
の
困
難
さ
か

ら
、
実
現
し
て
こ
な
か
っ
た
。

　１
８
９
６
年
（
明
治
29
年
）
７

月
の
「
横
田
切
れ
」
と
い
わ
れ
る

空
前
の
大
出
水
を
契
機
に
、
大
河

津
分
水
工
事
が
始
め
ら
れ
た
が
、

１
９
２
７
年
（
昭
和
２
年
）
６
月

の
洪
水
で
大
破
し
、
改
め
て
31
年

に
可
動
堰
と
し
て
完
成
し
た
。
そ

の
後
の
い
く
つ
か
の
曲
折
も
経

て
、
越
後
平
野
は
米
ど
こ
ろ
と
な

っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　明
治
以
降
の
治
水
に
は
、
そ
の

他
に
も
木
曽
三
川
の
完
全
分
離
、

淀
川
へ
の
琵
琶
湖
か
ら
の
出
口
で

あ
る
瀬
田
川
の
掘
削
や
洗
堰
の
設

置
、
淀
川
放
水
路
、
全
長
22
㌔
㍍

　岩
手
県
田
野
畑
村
島
越
（
し

ま
の
こ
し
）
の
広
福
寺
に
昭
和

８
年
の
昭
和
三
陸
地
震
津
波
の

記
念
碑
な
ど
３
基
が
並
ん
で
立

つ
。
古
い
碑
は
明
治
29
年
の
明

治
三
陸
地
震
津
波
に
際
し
同
31

年
に
建
立
さ
れ
た
「
三
陸
海
嘯

横
死
者
招
魂
碑
」。宮
城
、岩
手
、

青
森
３
県
の
死
者
や
流
失
家
屋

努
力
し
て
き
た
。
明
治
20
年
代
か

ら
30
年
代
に
か
け
て
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
防
波
堤
の

建
設
が
横
浜
、
大
阪
、
小
樽
な
ど

で
も
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
わ
が

国
に
も
建
設
技
術
が
蓄
積
さ
れ
、

関
東
大
震
災
後
、
驚
異
的
な
ス
ピ

ー
ド
で
横
浜
港
の
復
旧
を
図
り
、

防
波
堤
の
復
旧
に
わ
ず
か
９
カ

月
、
繋
船
岸
の
復
旧
に
わ
ず
か
19

カ
月
と
い
っ
た
記
録
も
残
る
。

　明
治
に
な
っ
て
か
ら
の
事
業
で

触
れ
て
お
き
た
い
の
は
台
地
の
開

発
で
あ
る
。
江
戸
時
代
ま
で
は
も

っ
ぱ
ら
沖
積
平
野
や
湖
沼
の
周
辺

の
開
発
を
行
い
、
堆
積
平
野
の
中

で
洪
積
層
が
台
地
化
し
た
洪
積
台

地
に
は
、
水
源
が
乏
し
い
こ
と
か

ら
手
が
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　明
治
に
な
っ
て
大
型
工
事
に
よ

る
広
域
的
な
台
地
開
発
が
可
能
と

な
り
、
各
地
で
大
規
模
な
用
水
事

業
が
実
施
さ
れ
た
。
矢
作
川
の
水

を
引
い
て
碧
海
台
地
を
開
発
し
た

明
治
用
水
、
猪
苗
代
湖
か
ら
導
水

し
た
安
積
疏
水
、
那
珂
川
か
ら
の

取
水
に
よ
る
那
須
疏
水
、
那
須
野

ヶ
原
用
水
な
ど
の
事
業
が
有
名

で
、
そ
れ
ぞ
れ
数
千
㌶
に
も
及
ぶ

大
規
模
な
開
発
で
あ
っ
た
。

　京
都
で
も
、
琵
琶
湖
か
ら
の
導

水
に
よ
る
発
電
・
水
運
・
水
道
な

ど
を
目
的
と
す
る
疏
水
事
業
が
計

画
さ
れ
た
。
京
都
の
人
口
は
東
京

遷
都
を
機
に
減
り
始
め
、
江
戸
時

代
の
約
半
分
に
な
り
、
京
都
を
衰

退
か
ら
救
う
一
大
事
業
だ
っ
た
。

　１
８
８
５
年
（
明
治
18
年
）、

大
学
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
田
邊

朔
朗
を
設
計
監
督
と
し
て
事
業
に

着
手
し
、
第
一
疏
水
は
90
年
に
完

成
。
こ
の
電
力
を
用
い
て
日
本
初

本著では日本の国土の
地形的・社会的特徴や国
土への働きかけの歴史が
明らかにされています。
日本人は今、何を考える
べきか、に気づくことの
出来る好著。

国土と日本人
災害大国の生き方

大石久和著

６

書

に
及
ぶ
荒
川
放
水
路
の
事
業
な
ど

が
あ
る
。

　国
土
へ
の
働
き
か
け
の
基
礎
と

な
る
社
会
資
本
に
関
す
る
個
別
法

規
は
、１
８
９
６
年
（
明
治
29
年
）

に
河
川
法
、
１
９
１
３
年
（
大
正

２
年
）
に
運
河
法
、
19
年
に
道
路

法
が
、
そ
れ
ぞ
れ
成
立
し
た
。
し

か
し
、
港
湾
に
関
す
る
法
律
が
制

定
さ
れ
た
の
は
戦
後
で
、50
年（
昭

和
25
年
）
に
よ
う
や
く
ア
メ
リ
カ

の
ポ
ー
ト
・
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
と
い

う
考
え
方
を
背
景
に
港
湾
法
が
整

備
さ
れ
た
。

　そ
れ
ま
で
も
港
湾
に
対
す
る
努

力
が
さ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
横
浜
港
を
近
代
化
す
る
な
ど

碑い
し
ぶ
みの
記
憶
④

数
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
他
の
２

基
は
昭
和
８
年
の
昭
和
三
陸
地

震
津
波
の
記
念
碑
で

　大
津
波
く
ゝ
里
て
め
け
ぬ

　雄
心
も
て
以
左
追
ひ
進
み

　参
ゐ
上
ら
ま
し

　
　英
彦

　と
刻
ま
れ
、
裏
面
に
は
地
震

発
生
当
初
か
ら
津
波
の
来
襲
、

村
の
被
災
記
録
を
記
す
。「
す

べ
て
」
と
刻
ま
れ
た
残
る
１
基

の
碑
文
が
教
訓
を
伝
え
る
。

一
、
ヂ
シ
ン
ガ
シ
タ
ラ
バ
ユ
ダ

ン
ヲ
ス
ル
ナ

一
、
ヂ
シ
ン
ガ
ア
ッ
タ
ラ
タ
カ

イ
ト
コ
ロ
ニ
ア
ヅ
マ
レ

一
、
ツ
ナ
ミ
ニ
オ
ハ
レ
タ
ラ
タ

カ
イ
ト
コ
ロ
ニ
ア
ガ
レ

一
、
チ
カ
ク
ノ
タ
カ
イ
ト
コ
ロ

ヲ
ヨ
ウ
イ
シ
テ
オ
ケ

一
、
オ
カ
ミ
ノ
サ
ダ
メ
タ
ヤ
シ

キ
チ
ヨ
リ
ヒ
ク
イ
ト
コ
ロ
ニ
家

ヲ
タ
テ
ル
ナ

参
考
：
国
土
交
通
省
東
北
地
方

整
備
局
道
路
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
津
波
被
害
・
津
波
石
碑
情
報

ア
ー
カ
イ
ブ
」

昭和八年津浪
記念碑

三陸海嘯横死
者招魂碑

「すべて」と
象徴的な教訓
を刻む碑

 
治
水
事
業
で
農
業
生
産
向
上
も

の
市
電
（
京
都
電
気
鉄
道
）
が
京

都
を
走
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　今
日
、
南
禅
寺
近
く
で
勢
い
よ

く
水
が
流
れ
る
疏
水
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
千
年
の
都
に
明
治

の
水
路
が
美
し
い
水
辺
風
景
を
つ

く
り
だ
し
て
い
る
様
子
を
み
る
た

び
に
、
明
治
人
の
国
土
に
か
け
た

情
熱
を
感
じ
る
。
こ
れ
ら
の
事
業

に
よ
り
、
農
業
用
水
や
上
水
を
確

保
し
て
開
発
と
定
住
を
促
し
、
発

電
に
よ
っ
て
製
糸
業
な
ど
の
新
産

業
を
興
す
こ
と
が
で
き
た
。

　明
治
の
日
本
は
こ
う
し
た
国
土

造
り
に
よ
っ
て
近
代
的
な
国
家
へ

の
歩
み
を
進
め
て
い
っ
た
。
こ
れ

ら
の
事
跡
は
江
戸
の
事
業
と
と
も

に
今
日
の
私
た
ち
に
も
恵
み
を
与

え
る
国
土
造
り
で
あ
り
、
過
去
か

ら
現
代
へ
の
贈
り
物
で
あ
る
。

大河津分水路と可動堰（出典：北陸地方整備
局ホームページ）

京都を衰退から救った琵琶湖疏水

とうごう
福田幸一駅長

　歌人若山牧水のふるさと東郷町にある

宮崎県日向市東郷町山陰辛 244-1
国道 327/446 号　TEL.0982-68-3072

道の駅です。物産センター詩季彩では、旬な野菜や
地元加工品が好評で、そら豆の一種「ト豆」を使っ
た郷土食「おはぎ」や、レストランの「とりごぼう
牧水そば」が人気です。そば打ちなど加工体験施設
「ふるさと味工房」にもお立ち寄りください。

くめなん
小坂守駅長

　久米南町は浄土宗の開祖法然上人の生

岡山県久米南町下二ケ 1367-1
国道 53 号　　TEL.086-278-3553

誕地で、川柳のまちとしても知られ、百選になっ
た面積日本一の北庄棚田など駅近辺は見所いっぱ
い。出荷量県内一の柚子をはじめ葡萄（ピオーネ）、
松茸、苺が特産で、久米南産柚子を使用したゆず
の酒やマドレーヌは当駅一押し商品です。

富士川楽座
伊藤高義駅長

　2000年3月の開館以来、まもなく来場

静岡県富士市岩渕 1488-1
静岡県道 10 号線　　TEL.0545-81-5555

客数5000万人をむかえます。東名高速道路上り線、
富士川ＳＡからもアクセスできます。食事ができ、
遊びながら学ぶこともできる、多目的複合型施設で
す。世界遺産になった富士山は、館内のいたるとこ
ろから望められるようなつくりになっています。
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　２
０
１
１
年
４
月
１
日
、
イ
ギ

リ
ス
の
リ
ゾ
ー
ト
都
市
ブ
ラ
ッ
ク

プ
ー
ル
付
近
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

２
・
２
の
地
震
が
発
生
、
英
国
の

新
聞
各
紙
は
大
き
く
取
り
上
げ

た
。
同
日
の
テ
レ
グ
ラ
フ
紙
Ｗ
ｅ

ｂ
版
に
よ
れ
ば
、
地
震
は
早
朝
３

時
半
頃
発
生
。
警
察
に
は
「
数
え

き
れ
な
い
ほ
ど
」
家
が
揺
れ
て
い

る
と
通
報
が
あ
っ
た
が
、
人
的
・

物
的
な
被
害
は
報
告
さ
れ
て
い
な

い
。
橋
に
亀
裂
が
入
っ
た
報
告
も

あ
っ
た
が
、
２
年
前
か
ら
あ
っ
た

亀
裂
と
判
明
。
英
国
地
質
調
査
所

は
、
非
常
に
弱
い
地
震
で
心
配
は

何
も
な
い
、
と
同
紙
の
取
材
に
答

え
て
い
る
。
同
紙
は
地
震
を
受
け

イ
ギ
リ
ス
の
地
震
の
記
録
を
ま
と

め
た
記
事
と
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
に

つ
い
て
解
説
し
た
記
事
を
掲
載
し

た
。　イ

ギ
リ
ス
最
大
の
発
行
部
数
を

も
つ
大
衆
紙
ザ
・
サ
ン
も
「
ブ

ラ
ッ
ク
プ
ー
ル 

揺
れ
る
」
の
見

出
し
で
「
鉄
道
橋
に
亀
裂
が
入
り

交
通
信
号
灯
が
ひ
っ
く
り
返
っ
た
」

と
報
じ
「
た
ん
す
の
戸
が
カ
タ
カ

タ
鳴
っ
て
何
が
起
き
た
か
分
か
ら

な
か
っ
た
」「
自
分
の
家
の
異
常

で
は
な
い
と
分
か
っ
て
安
心
し
た
」

な
ど
被
災
者
の
談
話
を
載
せ
た
。

　「イ
ギ
リ
ス
ら
し
い
エ
イ
プ
リ

ル
フ
ー
ル
ネ
タ
」
や
「
原
因
は
シ

ェ
ー
ル
ガ
ス
採
掘
」
と
す
る
後
日

談
も
あ
る
が
、
極
東
の
国
「
日

本
」
が
東
日
本
大
震
災
で
パ
ニ
ッ

ク
状
態
の
中
、
イ
ギ
リ
ス
で
発
生

し
た
地
震
は
新
聞
各
紙
の
１
面
を

飾
り
、
イ
ギ
リ
ス
国
民
に
か
な
り

焦
り
を
感
じ
さ
せ
た
よ
う
だ
。

　イ
ギ
リ
ス
は
安
定
し
た
地
殻
上

に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
統
計
的

に
見
て
も
大
地
震
は
ほ
と
ん
ど
発

生
し
な
い
。
１
９
０
０
年
以
降

の
「
10
人
以
上
の
死
者
数
」「
１

０
０
人
以
上
の
被
害
者
数
」「
国

際
的
な
援
助
要
請
」「
非
常
事
態

宣
言
」
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

災
害
を
対
象
と
し
た
国
際
的
資
料

（
大
災
害
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
Ｅ
Ｍ
―

Ｄ
Ａ
Ｔ
）
に
よ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス

で
は
同
年
以
降
２
件
の
地
震
が
登

録
さ
れ
て
い
る
が
、
地
震
に
よ
る

死
者
数
登
録
は
な
く
被
害
額
も
小

さ
い
。

　こ
れ
は
、
太
平
洋
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
海
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
、
北
米
の
４

つ
の
プ
レ
ー
ト
に
囲
ま
れ
、
世
界

の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
以
上
の
地

震
の
約
２
割
が
発
生
す
る
地
震
頻

発
国
「
日
本
」
と
大
き
く
異
な
る

国
土
の
特
徴
で
あ
る
。

　同
年
以
降
の
自
然
災
害
死
者
数

ワ
ー
ス
ト
10
を
見
る
と
、
イ
ギ
リ

ス
で
は
52
年
12
月
に
濃
霧
と
大
気

汚
染
物
質
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
た
「
ロ
ン
ド
ン
・
ス
モ
ッ
グ
事

件
」、
２
０
０
３
年
夏
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
襲
っ
た
「
熱
波
」、
１
９
６

６
年
10
月
に
発
生
し
た
長
雨
に
よ

る
「
ア
バ
ー
フ
ァ
ン
炭
鉱
・
ボ
タ

山
崩
壊
」
を
除
き
、
死
者
１
０
０

人
を
超
え
る
自
然
災
害
は
発
生
し

て
い
な
い
。
洪
水
や
嵐
な
ど
の
風

水
害
は
発
生
し
て
い
る
が
頻
度
は

少
な
く
、
人
的
被
害
も
小
さ
い
。

　２
０
１
３
～
14
年
の
冬
、
ウ
ェ

ー
ル
ズ
や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
で

過
去
２
５
０
年
で
最
大
と
い
う
記

録
的
な
降
雨
（
長
雨
と
嵐
）
に
よ

り
、
大
規
模
な
洪
水
が
発
生
。
テ

ム
ズ
川
も
氾
濫
し
、
キ
ャ
メ
ロ
ン

首
相
は
就
任
以
降
初
の
中
東
訪
問

を
取
り
止
め
対
応
に
専
念
し
た
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
王
子
が
腰
ま
で
泥
水

に
つ
か
り
土
嚢
を
運
ぶ
映
像
も
流

れ
た
が
、
こ
の
歴
史
的
大
洪
水
で

も
死
者
は
数
人
に
過
ぎ
な
い
。
同

国
で
は
大
地
震
は
発
生
せ
ず
、
洪

水
や
嵐
の
風
水
害
発
生
頻
度
・
人

的
被
害
も
少
な
い
。

　し
か
し
、
同
国
の
地
理
教
科
書

は
地
学
（
地
球
科
学
）
と
地
理
、

自
然
災
害
と
防
災
に
関
す
る
知
識

を
体
系
的
に
学
習
で
き
る
枠
組
み

が
準
備
さ
れ
て
お
り
、
今
日
本
で

改
め
て
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
る

「
国
土
・
防
災
教
育
」
の
効
果
的

展
開
を
可
能
に
し
て
い
る
。

　日
本
の
中
学
校
に
相
当
す
る
キ

ー
・
ス
テ
ー
ジ
３
の
地
理
教
科
書

を
見
る
と
「
地
震
と
火
山
活
動
」

「
天
候
と
気
候
」「
河
川
と
洪
水
」

「
海
岸
と
浸
食
」
な
ど
自
然
地
理

に
関
す
る
学
習
単
元
（
テ
ー
マ
）

を
独
立
し
て
章
立
て
し
て
い
る
。

同
時
に
地
球
の
構
造
（
大
気
圏
や

　愉快な人と一緒にいると自分も楽しい気
分になる。不愉快な人は周囲に負の雰囲気
を伝搬させる。そんな経験は多いのではな
いでしょうか。個の感情が他へ影響を与え
る「情動伝染」は、人が人と接する中では
意識せずとも瞬時に影響を及ぼすことが知
られています。
　米国の SNS 最大手フェイスブックは、
人が直接に介さずともインターネットのネ
ットワークを通じて「情動伝染」が生じ得
ると発表しました。実験方法は物議を醸し
ましたが、感情はネットワークを通じて他
人へ影響を及ぼすのではという、期待とも

不安ともいえる潜在的予感を、データとし
て示した実例となりました。
　対人的な情動伝染は個人の周囲や組織の
一部分に収束し偏在するのに、ネットワー
ク型の場合は見知らぬ他者へも影響し得る
ため、局所性では収まらない伝搬力を持ち
ます。絶えず人と接する「道の駅」では、
無意識でも対人的情動伝染がつきものだっ
たでしょう。今後は対人のみならず宣伝や
集客効果を望む「情報発信」も、ネットワ
ーク型の情動伝染に対する自覚と心がけ
が、重みを増すことを示唆します。
　ただ過度に情動伝染を恐れる必要はな
く、原点は個のマインド。普段の心がけで
ポジティブな空気を作り出す意識が、受け
手側にポジティブな情動を伝播できるので
すから、創意ある情報発信は高価な宣伝費
にも匹敵する無形財産になります。

シリーズ「国土教育」 自然災害が日本より少ない英国 国土・防災教育は充実

災害に備える学習こそ

地
球
の
内
部
構
造
）、
地
球
の
内

作
用
（
プ
レ
ー
ト
テ
ク
ニ
ク
ス
、

地
震
、火
山
）、地
球
の
外
作
用（
水

循
環
と
地
形
の
変
化
、
風
化
・
浸

食
・
堆
積
）
な
ど
、
日
本
で
は
地

学
（
地
球
科
学
）
の
学
習
内
容
を

充
分
な
ペ
ー
ジ
を
割
い
て
解
説
。

　「現
在
の
国
土
は
過
去
の
種
々

の
災
害
（
地
球
の
内
作
用
、
外
作

用
）
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
、現
在
も
地
震
や
火
山
活
動
、

洪
水
、
海
岸
浸
食
な
ど
の
災
害
は

必
然
的
に
起
こ
り
得
る
。
だ
か
ら

災
害
に
対
す
る
備
え
が
必
要
」
と

い
う
明
瞭
な
学
習
ス
ト
ー
リ
ー
が

展
開
さ
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
地
理

教
科
書
に
学
ぶ
べ
き
点
は
多
い
。

（
国
土
交
通
省
国
土
技
術
政
策
総

合
研
究
所

　
森
田
康
夫
）

７

“geography 360°”
Heinemann

“geography for key stage 3 /3rd edition”
OXFORD UNIVRERSITY PRESS

地震や火山とともに暮らす（28 頁） 休むことのない地球 (20 頁 )
　地球の構造はどうなっているのか？ 　地球を輪切りにする
　何故、地震や火山は特定の場所で発生するのか？ 　ひび割れた地球
　地震によって何が起きるのか？ 　プレートはどのように動くのか？
　ケーススタディ：神戸地震（日本） 　地震
　2003 年のイラン地震で何が起きたのか？ 　パキスタン地震
　火山が噴火した時、何が起きるのか？ 　津波！
　ケーススタディ：ニーラゴンゴ火山（コンゴ） 　火山
　地震や火山による被害をどのように削減するか？ 　モントセラト（Montserrat）：活火山と生活
　津波とは何か？ 　地震や噴火に備える
　ケーススタディ：2004 年 12 月のインド洋津波 －
　インド洋津波による被害 －
　自然災害後の救援・救助活動 －
　人々は何故、活動地域で生活するのか？ －
河川と洪水（20 頁） 河川 (12 頁 )
　水循環－プロセス 　水循環
　水循環－貯水と水供給 　河川（上流から下流まで旅行する）
　高地における河川 　河川の働き
　低地における河川 　河川によって形成される地形
　何故、河川は洪水になるのか？ 　河川と私たち
　2004 年 8 月のボスカースル（Boscastle）洪水 洪水 (14 頁 )
　洪水防御手法 　水面下のテュークスベリー（Tewkesbury）
　フィールドーワークによる河川の調査 　洪水はどのようにして発生するのか？
　フィールドワーク結果はどのように用いられるか？ 　なぜ、テュークスベリーは洪水に見舞われたのか？

－ 　洪水危機の際に、誰が助けてくれるのか？
－ 　洪水：重大な影響
－ 　洪水から自分自身を守る

英国の風景（18 頁） 海岸 (18 頁 )
　英国の海岸風景 　波と潮
　英国の崖崩壊 　波の働き
　崖の崩壊を止めることができるか？ 　波によって形成される地形
　堆砂と海岸線 　海岸と私たち
　英国の偉大な風景を守る 　ニューキー (Newquay) における休暇
　石灰石の風景 　Happisburgh はいかに長く浸食に耐えているのか？
　石炭系石灰岩の地形 　海（海岸浸食）との戦い
　Yorkshire Dales 国立公園の採石：良い、悪い？ 　防御か、放棄か？

日本 イギリス
自然災害の種類 ( 名称 ) 発生年月日 死者数 自然災害の種類（名称） 発生年月日 死者数

1 関東大震災（関東地震） 1923/09/01 143,000 1 ロンドン・
スモッグ事件 ( 霧 )

1952/12/4 4,000 

2 東日本震災
（東北地方太平洋沖地震）

2011/03/11 19,846 2 熱波 2003/07 301 

3 阪神・淡路大震災
（兵庫県南部地震）

1995/01/17 5,297 3 アバーファン炭鉱・
ボタ山崩壊（長雨）

1966/10/21 140 

4 福井地震 1948/06/28 5,131 4 風水害（嵐） 1991/01/05 48 
5 伊勢湾台風 1959/09/26 5,098 5 風水害（嵐） 1990/01/25 47 
6 東京湾台風 1917/09 4,000 6 洪水（Lynmouth） 1952/08/15 34 
7 枕崎台風 1945/09/18 3,746 7 伝染病 1985/05/04 34 
8 昭和三陸地震 1933/03/02 3,064 8 伝染病 1984/08 26 
9 室戸台風 1934/09/21 3,006 9 風水害（嵐） 1984/01/24 22 

10 風水害 1923/09 3,000 10 風水害（嵐） 1968/01/14 20 
1900 年以降の「10 人以上の死者数」「100 人以上の被害者数」

「国際的な援助要請」「非常事態宣言」のいずれかに該当する災害が対象。
出典 : EM-DAT: The OFDA/CRED International Disaster Database

表１　1900 年以降の自然災害死者数ワースト 10（日本・イギリス）

表２　国土・水管理教育に関するＫＳ３教科書目次

カモンパーク新湊
三箇洋駅長

　レストランでは「富山湾の宝石」と称

富山県射水市鏡宮 296
国道 8 号　　TEL.0766-83-0111

される特産の白エビをつかったかき揚丼（ご当地
どんぶり選手権大賞受賞）や新湊膳、白エビづく
し膳等を味わえます。ご当地バーガーとして人気
の「白エビバーガー」やお土産もいっぱい。生き
た白えびを観察できる常設水槽もあります。

スタープラザ芦別
藤田直美マネージャー

　北海道で２番目の登録駅。郷土料理を

北海道芦別市北 4 条東 1 ー 1
国道 38 号　　TEL.0124-23-1437

アレンジした「ガタタンラーメン」がレストラン
の人気メニューで、特産品を販売する売店には芦
別温泉スターライトホテルメイドのパン販売コー
ナーがオープンし好評です。赤毛のアンの家を復
元したカナディアンワールド公園が近くです。

藤樹の里あどがわ
宮田久泰駅長

　ゆったりした特産品販売施設「高島

滋賀県高島市安曇川町青柳 1162-1
国道 161 号  TEL.0740-32-8460

みちくさ市場」では、地元産の安心・安全な野菜
や惣菜品、お弁当、和洋菓子、手工芸品など地元
にこだわった品を販売しています。レストランや
ファーストフード、コンビニも併設。近江聖人中
江藤樹記念館や中国式庭園が隣接しています。
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厚岸グルメパーク
加藤裕之支配人

　日本で唯一、牡蠣を一年中生食でき

北海道厚岸郡厚岸町住の江２―２
国道 44 号　TEL.0153-52-4139

る厚岸町にあり、館内はカキ、カキ、カキと牡蠣
一色。レストランも牡蠣料理が充実し、牡蠣の天
ぷらにイクラをトッピングした「牡蠣弁天島丼」
が好評です。隣接する魚介市場でお買いいただい
た食材をすぐ炭火焼して食べることもできます。

ふじおか
新井正次駅長

　関越道、上信越道、北関東道の結節

群馬県藤岡市中字広町 1131-8
主要地方道前橋長瀞線　　TEL: 0274-24-8220

点に位置し、一般道のほか高速道路からも利用で
きる道の駅です。地元の農産物直売所を核とし、
県内有名ブランド品を扱う物販店10店、ビーフ
シチューを看板にする洋食レストランなど飲食店
7店がお待ちしています。

阿久根
畠中義文駅長

　東シナ海の水平線を眺めながらの料

鹿児島県阿久根市大川 4816-6
国道３号　　TEL.0996-74-1400

理が自慢。店内に水槽があり、漁港から直送した
新鮮な海の幸を頂けます。物産館には鮮魚はもち
ろん海産加工品、農産物、特産加工品が並んでお
り、毎月食のイベントを開催しています。７～８
月は、阿久根の一本釣りアジ祭り開催中です。

瀬戸しなの
中島功駅長

　やきもののまち瀬戸市、愛知高原国

愛知県瀬戸市品野町 1-126-1
県道中水野品野線　　TEL.0561-41-3900

定公園への玄関口として地元農産物のアンテナ
ショップとして運営しています。瀬戸豚、新鮮野菜、
スイーツ、毎日でも行きたくなるような雰囲気作
りに力をいれ、駅長の趣味を活かしたサイクリス
トに優しい道の駅としても定着しつつあります。

しょうなん
秋山正晴所長

　手賀沼にかかる手賀大橋のたもとに

千葉県柏市箕輪新田 59-2
主要地方道船橋我孫子線　TEL.04-7190-1131

立地し，水鳥の羽のような屋根が目印です。手賀
沼サイクリングロードを走る自転車愛好者のご利
用が多いことから，サイクリストに優しい道の駅
を目指しています。新鮮な野菜類，地元農産物を
使用したオリジナルソフトクリームが自慢です。

すごう
堀哲郎店長

　祖母傾山系・くじゅう連山・阿蘇山を

大分県竹田市大字菅生 989-1
国道 57 号　　TEL.0974-65-2211

望む大自然に囲まれた、やすらぎと憩いの場です。
周辺の菅生台地は夏場、西日本有数のスイートコー
ン大産地で毎年、新鮮な朝採りを求めて多く皆様
がお越しになります。20万本の彼岸花がある七ツ
森古墳群では9月、花祭りが開催されます。

９ ８
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　ド
イ
ツ
で
は
２
０
１
３
年
９
月

に
連
邦
議
会
選
挙
が
行
わ
れ
、
メ

ル
ケ
ル
氏
の
率
い
る
政
党
は
第
一

党
と
し
て
勝
利
し
た
も
の
の
過
半

数
に
至
ら
ず
、
３
党
が
連
立
し
て

政
権
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
選
挙
後
か
な
り
の
紆
余
曲

折
が
あ
り
、
12
月

に
至
っ
て
や
っ
と

連
立
合
意
が
成
立

し
ま
し
た
。

　驚
い
た
こ
と
に
そ
の
合
意
文
書

に
は
、
日
本
で
は
ま
っ
た
く
考
え

ら
れ
も
し
な
い
内
容
が
含
ま
れ
て

い
る
の
で
す
。
そ
こ
に
は
道
路
な

ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
基
本

的
な
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。
合
意
文
書
に
は
次
の
よ
う

な
表
現
が
あ
り
ま
す
。

　

｢

モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
（
移
動
の
し

や
す
さ
）
は
、
個
人
の
自
由
、
社

会
参
加
お
よ
び
豊
か
さ
と
経
済
成

長
の
た
め
の
重
要
な
前
提
と
な
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
必
要

な
基
盤
が
質
の
高
い
交
通
イ
ン
フ

ラ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
欧
州
お
よ

び
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
ド

イ
ツ
の
競
争
力
を
保
障
す
る
も
の

と
な
る
」

　こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
や
ア
メ
リ
カ
に
は
「
社
会
に
は

そ
れ
を
支
え
る
基
礎
構
造
」
が
あ

る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
の
で

す
。
そ
れ
は
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
（
イ
ン
フ
ラ
）
と
言
わ
れ

る
も
の
で
す
が
、
そ
れ
は
、
一
つ

に
は
法
律
な
ど
の
制
度
系
か
ら
で

き
て
い
ま
す
が
、
も
う
一
つ
に
は

道
路
や
港
湾
な
ど
の
装
置
系
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　と
こ
ろ
が
、
わ
が
国
で
は
「
装

置
系
の
充
実
」
を
「
公
共
事
業
」

と
し
か
言
わ
な
い
の
で
す
。
こ

の
言
葉
は
イ
ン
フ
ラ
と
は
異
な

り
、｢

今
年
い
く
ら
事
業
を
や
る

の
か
」
と
い
う
内
容
し
か
な
い
予

算
用
語
で
あ
り
、
道
路
で
い
え
ば

つ
な
が
っ
て
こ
そ
意
味
が
あ
る
の

に
、
そ
の
効
用
を
表
現
で
き
な
い

言
葉
な
の
で
す
。

　わ
が
国
に
は
、
イ
ン
フ
ラ
と
い

う
言
葉
に
ぴ
っ
た
り
と
当
て
は
ま

る
言
葉
が
あ
り
ま
せ
ん
。
言
葉
が

な
い
の
は
、
残
念
な
こ
と
に
そ
の

よ
う
な
考
え
方
が
な
い
、
と
い
う

こ
と
な
の
で
す
。

　特
に
近
年
、
財
政
が
厳
し
い
こ

と
を
理
由
に
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進

ま
な
い
の
は
、
こ
れ
が
背
景
と
な

っ
て
い
ま
す
。

連
立
の
メ
ル
ケ
ル
政
権

　縄
文
遺
跡
の
福
井
県
・
鳥
浜
貝

塚
や
青
森
県
・
三
内
丸
山
遺
跡
で

は
、
木
の
実
を
採
る
た
め
集
落
周

辺
に
ク
リ
や
ク
ル
ミ
の
木
を
植
え

栽
培
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。

い
に
し
へ
の
ひ
と
の
植
ゑ
け
む
杉

が
枝
に
霞
み
た
な
び
く
春
は
来
ぬ

ら
し
（
万
葉
集
巻
10
・
柿
本
人
麻

呂
）　古

く
か
ら
日
本
人
は
木
を
植
え

て
き
た
こ
と
は
、
こ
の
歌
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
る
。

い
に
し
へ
の
人
も
守
り
来
し
日
の

の
混
乱
期
の
中
で「
森
林
愛
護
連
盟
」

が
昭
和
22
年
に
結
成
さ
れ
「
愛
林
日

行
事
」
と
し
て
24
年
ま
で
毎
年
４
月

４
日
に
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
、
全
国

植
樹
祭
に
引
き
継
が
れ
た
。

新
潟
県
で	

	
	

第
65
回
全
国
植
樹
祭

　第
65
回
全
国
植
樹
祭
が
6
月
1

日
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
新
潟
県
長

岡
市
で
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨

席
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。
新
潟
県

で
の
開
催
は
昭
和
47
年
５
月
、
黒

川
村(

現
在
の
胎
内
市)

で
の
第

23
回
全
国
植
樹
祭
以
来
、
42
年
ぶ

り
で
あ
る
。

黒
川
の
胎
内
平
に
植
ゑ
し
杉

　

や
が
て
は
山
を
み
ど
り
に
そ
め
む

（
第
23
回
全
国
植
樹
祭
で
の
御
製
）

  

前
回
の
植
樹
祭
は
「
県
土
の
保

全
と
緑
豊
か
な
環
境
づ
く
り
」
が

テ
ー
マ
だ
っ
た
。
今
回
の
開
催
に

当
た
っ
て
は
、
前
回
の
植
樹
祭
で

参
加
者
が
植
樹
し
、
育
っ
た
ス
ギ

が
会
場
の
ベ
ン
チ
や
プ
ラ
ン
タ
ー

な
ど
に
利
用
さ
れ
た
。
全
国
植
樹

祭
は
、
そ
れ
ぞ
れ
時
代
の
要
請
に

沿
っ
た
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
開
催
。

２
０
０
４
年
10
月
の
新
潟
県
中
越

地
震
か
ら
10
年
目
の
節
目
を
迎
え

る
今
回
は
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
森
の

力
〜
復
興
か
ら
創
造
へ
」
が
テ
ー

マ
。
中
越
地
震
で
全
国
か
ら
受
け

た
支
援
へ
の
感
謝
と
復
旧
・
復
興

し
た
姿
を
伝
え
、
豊
か
な
自
然
と

緑
の
大
切
さ
を
後
世
へ
と
引
き
継

ぐ
機
会
に
な
っ
た
。

　長
岡
市
千
秋
の「
ハ
イ
ブ
長
岡
」

で
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
よ
る

種
子
の
お
手
播
き
や
表
彰
、
森
林

づ
く
り
の
意
義
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
披
露
さ
れ

た
。
同
市
川
口
中
山
の
「
川
口
き

ず
な
館
前
広
場
」
で
は
、
両
陛
下

に
よ
る
苗
木
の
お
手
植
え
や
、
中

越
地
震
か
ら
の
復
興
を
支
援
い
た

だ
い
た
全
国
の
皆
様
へ
「
感
謝
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
伝
え
ら
れ
た
。

長
岡
、
小
千
谷
、
魚
沼
、
十
日
町

各
市
の
記
念
植
樹
会
場
で
、
招
待

者
ら
に
よ
っ
て
約
６
８
０
０
本
の

苗
木
が
植
樹
さ
れ
た
。

公
益
社
団
法
人

国
土
緑
化
推
進
機
構

青
木
正
篤

本
の
森
の
栄
え
を
共
に
願
わ
む

（
平
成
３
年
歌
会
始
御
製
）

　万
葉
の
時
代
か
ら
１
３
０
０
年

以
上
隔
て
た
現
代
で
も
、
自
然
を

大
切
に
し
守
っ
て
い
こ
う
と
の
日

本
人
の
心
は
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　日
本
人
は
縄
文
の
時
代
か
ら
現

代
ま
で
少
な
く
と
も
数
千
年
、
ず

っ
と
森
か
ら
の
恵
み
を
い
た
だ
き

森
と
と
も
に
生
き
て
き
た
。
長
い

歴
史
の
中
で
森
林
は
何
度
も
荒
廃

し
た
。
地
形
が
急
峻
で
降
水
量
が

多
く
、
し
か
も
梅
雨
、
台
風
時
期

に
集
中
す
る
国
土
で
、
稲
作
の
水

木
を
植
え
て
き
た
日
本
人

10

を
確
保
し
、
耕
地
と
暮
ら
し
を
守

る
た
め
、
我
々
の
祖
先
は
植
林
を

行
っ
て
き
た
。

　昭
和
９
年
か
ら
は
、
全
国
統
一

的
な
「
愛
林
日
記
念
植
樹
」
行
事

が
始
ま
り
毎
年
継
続
さ
れ
た
が
、

戦
中
・
戦
後
の
混
乱
と
人
手
不
足
、

物
資
不
足
で
20
年
、
21
年
に
は
中

止
さ
れ
た
。
第
２
次
大
戦
後
の
我

が
国
に
残
さ
れ
た
の
は
、
緑
を
失

っ
た
森
林
と
荒
廃
の
極
に
達
し
た

国
土
だ
っ
た
。

　し
か
し
、
国
民
か
ら
緑
化
思
想

は
失
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
戦
後

一般社団法人 日本橋梁建設協会は、2014年に創立50周年を迎えました。

温泉の里神山
岡田和子事業部長

　木造建築に興味を持っていただき地

徳島県神山町神領字西上角 151-1
国道 438 号　　TEL.088-636-7077

域の林業振興を図るため、最高の地元産木材・工
法・展示を投入しました。農産物直売所では特産
のすだちや梅、椎茸がよく売れ、地域ブランドプ
ロジェクトで開発したすだちサイダーやすだち椎
茸、神山まるごとドレッシングも人気です。

厳木
嶺川淳一郎店長

　新鮮な農産物と鮮度抜群の鮮魚、地元

佐賀県唐津市厳木町牧瀬 692-1
国道 203 号　TEL.0955-63-3737

製造の加工品が目玉です。食堂のお薦めは、唐津ちゃ
んぽん。お土産には、海産物をベースにした「いか
しゅうまい」が喜ばれています。皆様に気持ちよく
お買い物をしていただくため、元気のよい挨拶でお
迎えするよう努力しております。

うつのみや・ろまんちっく村
松本謙代表取締役

　人と地域と豊かな里山にふれあえる

栃木県宇都宮市新里町丙 254
国道 293 号　　TEL　028-665-8800

道の駅。東京ドーム10個分という広大な敷地に、
農産物直売所や地物食材が楽しめる飲食店だけで
なく、収穫・パン焼き・そば打ちなど体験農場、
森遊び、ドッグラン、温泉、プール、宿泊施設も
ある滞在体験型ファームパークです。

常
務
理
事
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　戦
後
間
も
な
く
刊
行
さ
れ
た

「
ビ
ル
マ
の
竪
琴
」
で
知
ら
れ
、

日
本
人
が
親
近
感
を
持
つ
敬
虔
な

仏
教
国
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
北
緯
10

度
か
ら
28
度
（
奄
美
大
島
辺
り
）

に
位
置
す
る
。
熱
帯
地
域
が
大
宗

を
占
め
、
国
土
の
中
央
マ
ン
ダ
レ

ー
管
区
ニ
ャ
ン
ウ
ー
は
、
年
間
降

水
量
が
６
０
０
㍉
㍍
程
度
で
、
灌

木
が
ま
ば
ら
に
成
立
す
る
荒
廃
草

地
が
広
が
る
。

　ミ
ャ
ン
マ
ー
環
境
保
全
・
林
業

省
森
林
局
は
、
こ
の
荒
廃
地
に
住

民
参
加
型
の
植
林
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
フ
ォ
レ
ス
ト
）
を
進
め
、
薪

炭
材
や
農
業
用
資
材
の
供
給
と
地

域
住
民
の
森
林
保
全
・
再
生
活
動

な
い
。
荒
廃
し
た
国
土
に
多
く
の

人
が
心
を
合
わ
せ
て
植
林
し
、
緑

の
国
土
を
蘇
ら
せ
た
。
そ
の
経
験

が
、
森
林
の
減
少
著
し
い
ミ
ャ
ン

マ
ー
は
じ
め
、
発
展
途
上
国
の
森

林
回
復
に
役
立
て
ば
と
願
う
。

　世
界
各
地
で
地
球
温
暖
化
に
起

因
す
る
と
言
わ
れ
る
異
常
気
象
で

自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
る
。
21

世
紀
は
水
問
題
、
環
境
問
題
が
人

類
最
大
の
課
題
と
も
言
わ
れ
る
。

森
林
は
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
に

導
く
か
け
が
え
の
な
い
資
源
だ
。

一
昨
年
、
国
連
総
会
で
3
月
21
日

を
「
国
際
森
林
デ
ー
」
と
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
。
改
め
て
、
荒
れ

た
国
土
に
緑
を
取
り
戻
そ
う
と
、

国
民
運
動
と
し
て
植
樹
に
取
り
組

ん
だ
原
点
に
立
ち
返
り
、
将
来
を

考
え
、
豊
か
な
環
境
を
引
き
継
ぐ

努
力
が
必
要
と
さ
れ
る
。

チ
ャ
リ
テ
ィ	

コ
ン
サ
ー
ト

　そ
の
大
切
さ
を
多
く
の
人
々
に

伝
え
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

を
続
け
て
い
る
の
が
、
ソ
プ
ラ
ノ

歌
手
の
雨
谷
麻
世
さ
ん
だ
。
国
土

緑
化
推
進
機
構
が
未
来
を
担
う
子

供
達
に
自
然
の
恵
み
、
森
の
大
切

さ
を
伝
え
よ
う
と
全
国
で
展
開
す

■自伐からひらく林業新時代

　「持続可能な環境共生林業を実現する自伐型林業
推進協会」という NPO 法人の設立総会と記念シン
ポジウム「自伐からひらく林業新時代」が６月、東
京で開催された。高知県で自伐林業を推進してきた
中嶋建造さん＝写真＝が代表理事に就任。
　「林業衰退の中で国の政策は生産性重視の大規
模化にある。自分の山を自分で管理する自伐は、

日
本
列
島
は
昨
年
８
月
、
高
知
県
四
万
十
市

で
最
高
気
温
41
度
の
日
本
最
高
を
記
録

し
、
今
夏
も
７
月
上
旬
か
ら
群
馬
県
館
林

市
で
38
度
に
達
す
る
な
ど
今
年
も
猛
暑
日
続
発
の
気

配
で
す
。

　地
球
温
暖
化
の
加
速
？ 

国
連
の
気
候
変
動
政
府

間
組
織
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
が
今
春
、「
Ｃ
Ｏ
２

削
減
を

強
化
し
な
い
と
今
世
紀
半
ば
に
世
界
の
大
半
地
域
で

熱
波
、
豪
雨
、
高
潮
な
ど
異
常
気
象
が
急
増
し
、
日

本
を
含
む
ア
ジ
ア
沿
岸
部
な
ど
で
住
民
移
住
を
迫
ら

れ
る
最
悪
ケ
ー
ス
も
」
と
警
告
し
た
第
５
次
報
告
書

が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　わ
が
国
の
温
暖
化
防
止
策
は
世
界
ト
ッ
プ
水
準
に

あ
り
ま
す
が
、
一
般
社
団
法
人
日
本
道
路
建
設
業
協

会
も
会
員
各
社
と
と
も
に
、
可
能
な
限
り
の
対
策
を

講
じ
て
お
り
、
今
後
も
い
っ
そ
う
効
果
的
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

　そ
の
一
つ
が
「
低
炭
素
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
」。

通
常
１
６
０
度
Ｃ
程
度
に
加
熱
し
製
造
す
る
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
を
、
特
殊
添
加
剤
で
30
度
低
く
し
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
を
約
15
％
低
減
さ
せ
る
の
で
す
。

　現
在
国
内
で
年
間
５
０
０
０
万
㌧
弱
製
造
し
て
い

る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
製
造
を
、
全
部
こ
れ
に
切
り
替
え

る
と
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
量
は
年
約
15
万
㌧
、
一
般
家

庭
３
万
世
帯
で
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
達
成
さ
せ
た
の

と
同
等
効
果
に
な
り
ま
す
。

　同
協
会
道
路
試
験
所
の
根
本
信
行
所
長
も
「
工
事

中
の
通
行
規
制
に
伴
う
渋
滞
を
少
な
く
し
暑
苦
し
い

作
業
環
境
を
改
善
で
き
る
の
も
魅
力
で
す
。
行
政
に

も
協
力
を
お
願
い
し
、
ま
だ
10
％
以
下
の
工
法
切
り

替
え
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
」
と
決
意
を
語
っ
て
い

ま
す
。

低炭素アスファルト舗装で温暖化阻止

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
フ
ォ
レ
ス
ト
の
植
樹
と
国
際
交
流

へ
の
参
加
促
進
を
図
り
、
地
域
社

会
の
経
済
発
展
に
も
つ
な
げ
よ
う

と
し
て
い
る
。

　国
土
緑
化
推
進
機
構
は
こ
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
平
成

25
年
度
か
ら
公
益
財
団
法
人
国
際

緑
化
推
進
セ
ン
タ
ー
と
ミ
ャ
ン
マ

ー
国
森
林
局
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
チ
ャ
ウ
カ
ン
村
に
お
け
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
フ
ォ
レ
ス
ト
を

開
始
し
た
。
６
月
26
日
に
は
一
般

公
募
し
た
日
本
側
参
加
者
15
人
と

地
元
の
３
つ
の
集
落
住
民
約
１
５

０
人
が
参
加
し
て
記
念
式
典
。
ミ

ャ
ン
マ
ー
政
府
、
地
元
集
落
挙
げ

て
の
歓
迎
に
感
激
し
た
。

　国
土
緑
化
推
進
機
構
が
乾
燥
地

域
の
植
樹
に
不
可
欠
な
給
水
車
を

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
寄
贈
し
た
あ
と
、

日
本
側
参
加
者
と
地
元
集
落
の
子

供
た
ち
が
記
念
植
樹
。
地
元
の
子

供
た
ち
に
よ
る
伝
統
的
な
踊
り
、

日
本
側
か
ら
は
歌
手
の
雨
谷
麻
世

さ
ん
の
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
グ
レ
イ

ス
、
参
加
者
一
同
に
よ
る
「
ふ
る

さ
と
」
な
ど
日
本
の
唱
歌
３
曲
を

披
露
す
る
な
ど
で
交
流
し
た
。

　今
回
の
取
組
み
が
契
機
と
な
り

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
、
地
域
住
民
の
植

林
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
り
、
森

を
守
り
育
て
る
活
動
が
盛
ん
に
な

っ
て
、
森
林
の
回
復
と
環
境
の
改

善
、
地
域
経
済
の
発
展
に
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

木
を
植
え
る		

こ
と
の
意
味

　木
を
植
え
る
こ
と
は
、
子
供
や

孫
の
世
代
の
た
め
に
行
う
行
為
で

あ
る
。
今
あ
る
森
林
も
、
祖
父
や

曾
祖
父
の
世
代
に
植
え
ら
れ
た
も

の
だ
。
岩
手
県
大
槌
町
で
自
ら
も

津
波
に
よ
り
自
宅
を
流
さ
れ
、
地

域
の
森
林
を
整
備
し
豊
か
な
海
を

取
り
戻
そ
う
と
復
興
に
取
り
組
む

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
吉
里
吉
里
国
の
芳
賀

正
彦
理
事
長
は「
林
業
は
恩
送
り
」

の
仕
事
だ
と
い
う
。

　自
分
で
植
え
た
木
は
自
分
の
代

で
は
収
穫
で
き
な
い
。
先
人
の
植

え
た
木
を
収
穫
し
て
次
世
代
の
た

め
に
ま
た
植
林
を
行
う
～
先
人
か

ら
受
け
た
恩
を
、
森
づ
く
り
を
し

て
子
孫
に
引
き
継
ぐ
～
そ
の
繰
り

返
し
が
林
業
で
あ
り
、
こ
う
し
て

地
域
は
持
続
し
て
い
く
。

　日
本
に
は
終
戦
当
時
の
よ
う
な

は
げ
山
は
も
う
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

11

る
幼
稚
園
巡
回
「
森
の
教
室
」
に

も
協
力
し
て
お
り
、
雨
谷
さ
ん
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
「
木
を
植
え

よ
う
～
い
の
ち
の
森
～
」
は
、
今

年
か
ら
植
樹
の
応
援
ソ
ン
グ
に
な

っ
た
。「
第
61
回
全
国
植
樹
祭
」

で
は
天
皇
陛
下
の
御
前
で
君
が
代

を
独
唱
、
ベ
ト
ナ
ム
や
ミ
ャ
ン
マ

ー
で
の
植
樹
に
も
参
加
す
る
な
ど

精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
。

　雨
谷
さ
ん
は
今
年
が
デ
ビ
ュ
ー

25
周
年
で
集
大
成
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
10
月
、
東
京
渋
谷
の
さ
く
ら
ホ

ー
ル
で
開
く
。
第
45
回
目
の
環
境

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
東

日
本
大
震
災
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ

ィ
の
15
回
目
と
な
り
、
収
益
の
一

部
は
「
緑
の
募
金
」
の
東
日
本
大

震
災
復
興
支
援
に
寄
託
さ
れ
る
。

雨あ
ま

谷が
い

麻ま

世よ

さ
ん
＝
写
真
＝

の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　「鎮
守
の
森
」
は
私
た
ち
の
心

の
故
郷
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。　森

は
私
に
と
っ
て
自
分
を
取
り

戻
す
場
所
。
そ
こ
に
立
つ
と
、
す

っ
と
心
が
定
ま
り
ま
す
。

　全
身
に
「
気
」
が
み
な
ぎ
り
、

疲
れ
た
心
を
元
の
気
、
元
気
に
し

て
く
れ
る
。
…
木
々
の
葉
を
渡
る

風
の
甘
い
薫
り
、鳥
の
さ
え
ず
り
、

小
さ
な
生
き
物
の
気
配
…
こ
の
大

自
然
の
中
に
抱
か
れ
て
、

　私
は
一
人
じ
ゃ
な
い
ん
だ
、
そ

う
確
信
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　〝理
屈
で
は
な
い
、
た
だ
感
じ

一般社団法人　日本道路建設業協会

る
だ
け
で
い
い
〟
そ
れ
は
、
私
が

人
生
を
か
け
て
取
り
組
ん
で
い
る

　「歌
」
の
世
界
に
も
通
じ
て
い

ま
す
。

　ス
ト
レ
ス
の
多
い
現
代
社
会
に

生
き
る
私
達
に
は
、今
こ
そ
「
森
」

が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　み
な
さ
ん
も
一
緒
に
〝
い
の
ち

の
森
〟
を
植
え
ま
し
ょ
う
。

虹の湖
小坂智駅長

　山とダム湖に囲まれ、桜やシャクヤ

青森県黒石市大字沖浦字山神１－５
国道 102 号　　TEL.0172-54-2348

ク、モミジなどが四季を彩る湖畔の道の駅です。
園内には大型こけしローラーすべり台やコンビ
ネーション遊具、パターゴルフ場などが整備され、
家族連れで一日中楽しめます。屋台村ではＢ級グ
ルメの「黒石つゆ焼きそば」が人気です。

いっぷく処横川
和田重明駅長

　新東名高速道路・浜松北ＩＣを北へ

静岡県浜松市天竜区横川 3085
国道 362 号　　TEL.053-924-0129　　　　　

15㌔、火防の神で名高い秋葉神社の近くに位置
しています。直売所では、地元特産品原木栽培椎
茸とその椎茸を使った加工食品のしいたけコロッ
ケ、しいたけ入り蒸しパン、全国でも珍しいしい
たけソフトクリームなどが人気です。

大社ご縁広場
三島慎也駅長

　出雲大社にいちばん近い道の駅で、

島根県出雲市大社町修理免 735-5
県道斐川出雲大社線　　TEL.0853-53-5858

「吉兆館」で伝統行事「吉兆神事」にまつわる展
示品などさまざまな歴史・文化情報をご案内しま
す。食堂も売店もありませんが、駅から出雲大社
に向かう神門通りにたくさんある魅力的なお店を
ご利用ください。レンタサイクル貸出します。

限られた山から持続的に
収入を得られる林業だ。
自ら間伐し手入れすれば
良い森林が育ち良質材が
得られる。これを全国に
普及させたい」と挨拶。
シンポでは、自伐林業を
進める５人が、なぜ自伐
林業を始めたかなど、体
験を披露した。
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　道
の
駅
は
現
在
、
１
０
３
０
登

録
さ
れ
て
い
る
。
道
の
駅
は
、
道

路
利
用
者
の
休
憩
や
情
報
提
供
の

ほ
か
、
特
産
品
の
直
売
な
ど
に
よ

り
、
雇
用
と
所
得
増
に
よ
る
沿
道

地
域
と
道
路
利
用
者
と
の
相
互
互

恵
が
成
立
、
世
の
評
価
が
高
い
。

し
か
し
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減

少
の
大
き
な
変
化
の
時
代
、
競
争

が
激
化
し
つ
つ
あ
る
中
で
時
代
の

変
化
に
対
応
し
て
ど
う
守
り
活
か

し
て
い
く
の
か
が
問
わ
れ
て
い

る
。
発
足
以
来
20
年
を
機
に
、
市

町
村
に
よ
る
道
の
駅
連
絡
会
が
設

立
さ
れ
、情
報
交
換
や
意
見
交
換
、

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
議
論

が
な
さ
れ
て
い
る
。

　災
害
に
対
処
す
る
に
は
、
自

助
、
共
助
、
公
助
と
よ
く
い
わ
れ

る
が
、
国
、
地
方
と
も
財
政
が
厳

し
い
状
況
下
に
あ
り
痒
い
と
こ
ろ

に
ま
で
手
が
届
か
な
い
。
自
ら
の

地
域
は
自
ら
守
り
良
く
す
る
と
の

決
意
で
、
ま
ず
は
地
域
の
創
意
工

夫
に
よ
る
自
助
型
を
基
本
に
、
公

助
に
頼
り
す
ぎ
な
い
共
助
型
の
対

処
の
仕
方
が
望
ま
れ
る
。

　道
の
駅
は
、
他
の
地
域
と
の
差

別
化
、
地
域
の
独
自
性
、
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
保
が
重
要
で
あ

り
、
ま
ず
自
ら
の
駅
を
自
助
で
良

く
し
て
い
く
こ
と
が
基
本
だ
。
そ

の
上
で
、
守
り
活
か
し
て
い
く
に

は
他
の
駅
と
の
連
携
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
独
自
性

と
連
携
強
化
の
両
立
、
バ
ラ
ン
ス

が
肝
要
で
あ
る
。

　連
携
を
図
る
に
は
連
絡
会
の
果

た
す
役
割
が
重
要
で
あ
る
が
、
市

町
村
の
広
範
な
所
掌
業
務
の
中
に

あ
っ
て
儘
な
ら
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
民
間
活
用
が
重

要
と
考
え
ら
れ
る
。
知
恵
と
資
金

の
活
用
の
ほ
か
、
人
手
の
面
の
活

用
で
あ
る
。
新
設
で
な
く
保
全･

運
用
に
当
た
っ
て
は
、
特
に
そ
う

で
あ
る
。

　民
間
活
用
に
は
一
定
の
利
益
を

確
保
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
の

で
、
連
携
事
業
の
一
駅
あ
た
り
の

負
担
を
少
な
く
す
る
に
は
、
多

く
の
駅
の
参
加
が
必
要
と
な
る
。

地
方
自
治
体
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
経
験
豊
富
な
法
人
や

企
業
の
活
用
、
活
躍
を
期
待
し

た
い
。
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道
の
駅
、
自
助
と
共
助

防
災
に
役
立
つ
炊
き
出
し
訓
練

　前
回
本
欄
で
書
い
た
炊
き
出
し

食
事
会
が
４
月
、
東
京
・
日
野
市

落
川
交
流
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
餅
つ
き
大
会
、
生

ご
み
収
穫
祭
、
流
し
ソ
ー
メ
ン
大

会
等
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
10
年

以
上
実
施
し
て
い
る
が
、
今
回
の

イ
ベ
ン
ト
は
初
の
試
み
で
、
炊
き

出
し
釜
戸
セ
ッ
ト
も
５
セ
ッ
ト
準

備
し
た
。

　参
加
者
は
33
人
。
地
元
国
会
議

員
や
市
議
も
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど

日
野
市
民
で
半
数
以
上
が
避
難
区

域
の
住
民
。
同
市
以
外
か
ら
の
参

加
も
あ
り
、
企
画
に
対
す
る
関
心

の
高
さ
を
示
し
た
。
１
人
１
合
の

米
と
備
蓄
の
食
品
缶
詰
を
持
参
、

自
ら
炊
き
出
し
準
備
を
し
、
薪
を

使
っ
て
炊
き
あ
が
っ
た
ご
飯
を
知

　最
近
の
報
道
で
は
公
共
機
関
の

援
助
「
公
助
」
到
着
ま
で
２
週
間

程
度
か
か
り
、
到
着
ま
で
は
「
自

助
」「
共
助
」
で
対
応
す
る
。
今

回
は
中
長
期
の
防
災
対
応
を
地
域

で
行
う
企
画
。
参
加
者
は
イ
ベ
ン

ト
の
客
で
は
な
く
、
炊
き
出
し
準

備
を
釜
戸
グ
ル
ー
プ
別
に
実
施
、

災
害
時
の
「
共
助
」
そ
の
も
の
を

訓
練
し
た
。
ど
の
程
度
理
解
さ
れ

る
か
心
配
し
た
が
、
ほ
ぼ
全
員
が

災
害
時
に
役
立
つ
と
回
答
し
た
。

　食
事
会
で
は
自
ら
作
っ
た
味
噌

汁
も
出
さ
れ
、
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に

様
々
な
意
見
交
換
を
し
た
。
普
段

は
見
知
ら
ぬ
人
と
話
を
す
る
機
会

は
滅
多
に
無
い
が
、
同
じ
釜
の
飯

効
果
が
発
揮
さ
れ
、
今
後
の
地
域

共
助
活
動
に
役
立
ち
そ
う
だ
。

　普
通
炊
き
出
し
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
や
公
共
機
関
が
災
害
時
に

実
施
す
る
た
め
、
被
災
者
が
行
う

イ
メ
ー
ジ
が
無
い
。
災
害
４
日
目

以
降
は
自
衛
隊
な
ど
の
公
共
機
関

か
ら
救
援
物
資
が
届
く
と
思
っ
て

お
り
、
被
災
し
た
時
に
自
身
が
炊

き
出
し
す
る
考
え
方
が
無
い
。
回

答
で
は
大
半
の
人
が
炊
き
出
し
訓

練
は
中
長
期
の
防
災
対
策
と
し
て

大
い
に
役
立
つ
と
答
え
た
。

　米
を
防
災
用
の
備
蓄
食
品
と
し

て
見
直
し
、
参
加
者
の
家
庭
で
ど

の
程
度
米
の
在
庫
が
あ
る
か
調
べ

る
目
的
も
あ
っ
た
が
、
回
答
結
果

か
ら
予
想
を
上
回
る
量
を
在
庫
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　理
論
上
必
要
な
在
庫
は
１
人
５

㌔
㌘
程
度
。
災
害
時
に
想
定
さ
れ

る
食
料
不
足
を
補
う
量
だ
。
12
人

が
１
カ
月
程
度
と
答
え
た
が
、
大

半
は
50
代
以
上
で
、
20
〜
30
代
は

３
人
だ
け
。
加
工
品
と
し
て
の
ア

ル
フ
ァ
米
は
防
災
食
品
と
位
置
づ

け
ら
れ
る
が
、
精
米
を
防
災
食
品

に
位
置
づ
け
、
炊
き
出
し
す
る
発

想
が
無
い
と
推
察
さ
れ
る
。

　防
災
食
品
の
概
念
を
変
え
る
の

も
目
的
の
一
つ
。
防
災
食
品
の
多

く
は
３
日
間
程
度
の
家
庭
内
の
初

期
防
災
対
応
を
想
定
し
て
い
る
。

今
回
は
４
日
目
以
降
の
中
長
期
の

防
災
食
料
を
地
域
全
体
で
考
え
る

「
共
助
」
の
発
想
。
参
加
者
だ
け

で
な
く
大
概
の
人
は
防
災
食
料
の

置
き
場
や
消
費
期
限
に
悩
む
。
普

段
の
暮
ら
し
の
中
で
防
災
食
料
を

回
転
備
蓄
さ
せ
る
発
想
が
全
面
的

に
支
持
さ
れ
た
。

　栢
原
英
郎
日
本
港
湾
協
会
名
誉
会
長（
当
時
）は「
英

国
桟
橋
は
１
５
０
〜
２
０
０
年
間
、
波
で
壊
さ
れ
焼
失

し
て
も
さ
り
げ
な
く
再
建
さ
れ
て
き
た
。
あ
る
も
の
は

大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
同
時
に
、
前
進
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
。
我
が
国
の
構
造
物

に
対
す
る
新
た
な
方
向
性
を
提
示
し
て
い
る
」
と
調
査

報
告
会
で
総
括
し
た
。
北
海
に
面
す
る
ク
ロ
ー
マ
ー
桟

橋
は
１
９
０
１
年
の
完
成
後
６
回
被
災
、
２
０
１
３
年

の
嵐
で
大
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
が
復
旧
さ
れ
、
建
設
当

時
の
面
影
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
地
域
に
大
事
に
さ
れ
現

在
に
至
る
。
何
故
こ
れ
ま
で
し
て
再
建
す
る
の
か
。

　ヒ
ン
ト
は
英
国
人
の
「
物
に
対
す
る
概
念
」
に
あ
る

よ
う
に
思
う
。
近
代
芸
術
、
工
学
に
影
響
を
与
え
20
世

紀
後
半
デ
カ
ル
ト
思
想
か
ら
移
行
し
た
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン

は
「
形
態
の
存
在
に
こ
だ
わ
り
あ
ら
ゆ
る
コ
ン
セ
プ
ト

が
成
長
、
変
化
、
発
展
、
リ
ズ
ム
、
生
成
を
内
包
す
る
」

世
界
観
。
観
念
や
精
神
、
心
な
ど
の
根
底
に
物
質
が
あ

る
と
の
唯
物
論
で
建
造
物
の
形
に
こ
だ
わ
り
、
成
長
さ

多様な保存食が可能となる

暮らしでの回転在庫は良い考え

防災食料の置き場に困る

保存食の消費期限が気になる

0 3.5 7 10.5 14

半年分以上在庫している

1ヶ月分程度は在庫している

1週間～2週間分在庫している

無くなりそうになったら買う

普段は在庫していない

0 3 6 9 12

炊き出し食事会の反響

お米の備蓄在庫

海と共に生きる④（最終回）英国桟橋が教えてくれるもの
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海と共に生きる④

せ
て
い
く
。
我
が
国
は

20
年
ご
と
の
伊
勢
神
宮

遷
宮
に
代
表
さ
れ
る
神

道
の
常と

こ

若わ
か

思
想
や
「
世

の
中
一
切
の
も
の
は
常

に
変
化
し
生
滅
し
て
永

久
不
変
な
も
の
は
な
い
」
と
い
う
仏
教
の
諸
行
無
常
思

想
が
根
付
く
。
精
神
は
根
源
的
で
物
質
は
精
神
の
働
き

か
ら
派
生
し
形
あ
る
も
の
は
無
常
と
の
観
念
論
だ
。

　建
造
物
の
資
産
価
値
は
耐
久
性
と
性
能
の
合
計
で
表

せ
る
。
耐
久
性
は
材
料
の
劣
化
で
減
少
す
る
。
性
能
は

英
国
で
は
形
態
に
こ
だ
わ
り
維
持
・
向
上
さ
れ
、
わ
が

国
で
は
作
る
ま
で
の
形
態
に
こ
だ
わ
る
が
、
そ
の
後
は

関
心
が
薄
れ
陳
腐
化
す
る
。
こ
れ
が
建
造
物
の
維
持
管

理
上
大
き
な
違
い
に
現
れ
、
我
が
国
は
定
期
的
な
維
持

管
理
が
疎
か
に
な
り
資
産
価
値
の
短
期
減
少
、
建
造
物

の
短
寿
命
化
、
資
源
浪
費
に
繋
が
り
、
建
造
物
が
地
元

に
根
付
か
な
い
。
建
造
物
の
サ
イ
ク
ル
年
数
は
日
本
30

年
、
英
国
１
４
１
年
。
平
均
寿
命
は
日
本
26
年
、
英
国

75
年
と
い
う
。

　ス
ト
ッ
ク
社
会
に
入
っ
た
我
が
国
。
古
来
思
想
は
あ

れ
建
造
物
の
性
能
を
向
上
す
る
維
持
管
理
で
資
産
価
値

を
高
め
長
寿
命
化
、
省
資
源
化
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
建

造
物
を
遺
す
好
循
環
の
仕
組
み
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

英
国
桟
橋
シ
リ
ー
ズ
も
最
終
回
。
近
代
技
術
の
１
０
０

年
先
輩
で
あ
る
英
国
、
そ
こ
に
現
存
す
る
多
く
の
桟
橋

は
、
そ
う
教
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。（
一

般
財
団
法
人
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

　
八
尋
明
彦
）

Pier of the Year 2014 
を受賞したピナース
桟橋（1895年完成）

ら
な
い
人
と
食
べ

た
。　そ

の
参
加
者
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
。
回
答
に
協
力

し
た
人
は
27
人
。

50
代
、
60
代
を
中

心
に
20
〜
40
代
の

子
持
ち
世
帯
と
70

代
の
高
齢
者
層
ま

で
幅
広
い
。

　自
治
会
で
実
施

し
て
き
た
防
災
訓

練
は
初
期
消
火
活

動
な
ど
、
発
生
か

ら
３
日
以
内
の
初

期
防
災 

の
想
定

だ
が
、
今
回
は
被

災
後
４
日
目
以
降

の
中
長
期
を
想

定
。

うすい
山口克己駅長

　安心・安全な地元生産物提供にこだわ

福岡県嘉麻市上臼井 328-1
県道 90 号線　　TEL.0948-62-4400

り、野菜・果物の農薬使用量抑制を厳重に確認し
ています。また、地元ブランドの「嘉穂牛」や新
鮮な魚介類、焼きたてのパン、ＫＢＣテレビなど
でお馴染の「おすぎさん」が考案した「嘉麻の釜
めしの素」、地酒などを豊富に取り揃えています。 

サザンセトとうわ
岡崎竜一支配人

　瀬戸内海のハワイと呼ばれる周防大島

山口県周防大島町西方 1958-77
TEL.0820-78-0033

にあり、海沿いの道はドライブに最高のロケーショ
ンです。釣りや海水浴など一年を通して楽しめま
す。味覚も、豊かな自然に育まれた新鮮な魚介類
と柑橘類がオススメ。沖合に沈んだ戦艦陸奥の記
念館にはぜひ、足を延ばしてください。

すくも
中田光代駅長

　宿毛湾の冬の風物詩として名高い蜃

高知県宿毛市坂ノ下 1023-44
国道 321 号　　TEL.0880-63-5030

気楼現象の一種、「ダルマ夕日」を鑑賞しやすい
道の駅です。観光案内所のほか、新鮮水産物販売
店、地元名産のサンゴ製品や骨とう品を扱う土産
物店などがあり、いけすで泳ぐ地の魚をつかまえ
ての活魚料理やサザエ炭火焼が味わえます。

芝浦工業大学マネジメント研究科客員教授
谷口博昭

2014 年（平成26 年）８月 第41号

米
は
防
災
食
料

　米
は
家
庭
で
は
常
に
食
料
と
し

て
使
わ
れ
在
庫
品
と
し
て
扱
わ
れ

な
い
。
そ
れ
を
回
転
さ
せ
る
だ
け

で
災
害
時
の
防
災
食
料
に
な
る
。

米
を
中
心
に
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
が

考
え
ら
れ
多
様
な
保
存
食
が
可
能

と
な
る
。

　企
画
へ
の
評
価
は
高
く
、
大
勢

に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
の
回
答
が

多
く
、
地
域
の
「
共
助
」
の
力
が

見
え
た
。
こ
の
催
し
を
定
期
的
に

実
施
し
て
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、

多
く
の
人
が
参
加
す
る
こ
と
を
参

加
者
全
員
が
望
ん
だ
。
交
流
セ
ン

タ
ー
の
企
画
だ
が
、
各
自
治
会
で

開
い
て
欲
し
い
と
い
う
声
が
強
か

っ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
も
自
治
会
が

実
施
す
る
場
合
、
場
所
提
供
や
器

材
貸
出
し
で
協
力
す
る
と
い
う
。

　日
ご
ろ
自
治
会
活
動
に
参
加
し

て
い
る
人
が
多
か
っ
た
が
、
全
く

参
加
経
験
が
無
い
人
も
６
人
で
、

ほ
と
ん
ど
が
若
い
世
代
。
初
参
加

で
も
自
身
が
行
動
す
る
こ
と
で
企

画
の
意
味
が
理
解
で
き
た
と
い
う

意
見
や
、
良
い
企
画
な
の
に
情
報

が
一
部
し
か
流
れ
ず
も
っ
た
い
な

い
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。

　防
災
活
動
は
伊
勢
湾
台
風
以

後
、
重
要
な
自
治
会
活
動
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
。
自
助
・
共
助
・
公

助
の
う
ち
共
助
の
基
本
が
地
域
活

道の駅でサンタとふれあいを

フィンランド・ラップランドロヴァニエミ市
市長　エスコ・ラトベン

　世
界
中
の
子
供
た
ち
に
愛
さ
れ
親
し

ま
れ
る
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
は
、
ラ
ッ
プ

ラ
ン
ド
の
山
中
に
暮
ら
し
、
ロ
ヴ
ァ
ニ

エ
ミ
市
郊
外
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
村
に

毎
日
き
て
、
世
界
中
か
ら
村
宛
て
に
届

く
約
70
万
通
も
の
手
紙
に
一
年
中
、
せ

っ
せ
と
返
事
を
書
い
て
い
ま
す
。

　サ
ン
タ
の
一
番
大
切
な
仕
事
は
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
政
府
観
光
局
の
国
際
交
流

の
一
環
と
し
て
、
世
界
中
の
子
供
た
ち

に
愛
に
満
ち
た
世
界
を
届
け
る
た
め
、

親
善
大
使
と
し
て
私
（
エ
ス
コ
・
ラ
ト

ベ
ン
市
長
）
の
親
書
を
持
っ
て
各
国
を

訪
問
し
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
す
。

　と
り
わ
け
３
・
11
東
日
本
大
震
災
の

後
に
日
本
を
訪
れ
被
災
者
と
交
流
し
た

の
は
、
サ
ン
タ
と
し
て
も
忘
れ
ら
れ
な

い
重
要
な
訪
問
で
し
た
。
人
を
愛
す
る

こ
と
、
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
、

子
供
た
ち
を
抱
き
締
め
る
だ
け
で
し

た
が
、
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
だ
け
で

幸
せ
で
し
た
。
被
災
地
を
歩
き
、
訪
問

し
て
良
か
っ
た
と
し
み
じ
み
感
じ
ま
し

た
。　そ

の
訪
問
で
日
本
に
あ
る
私
た
ち
の

事
務
局
か
ら
「
道
の
駅
」
に
つ
い
て
聞

き
ま
し
た
。
国
道
な
ど
の
道
路
沿
い
に

あ
っ
て
自
治
体
が
運
営
す
る
公
共
施
設

と
か
。
郷
土
を
語
り
合
う
交
流
拠
点
な

ど
、
他
の
国
で
は
聞
い
た
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
素
敵
な
施
設
が
あ
る

な
ら
全
国
各
地
の
道
の
駅
を
訪
問
し
、

そ
の
土
地
の
子
供
た
ち
に
ぜ
ひ
会
っ

■
お
知
ら
せ

　
「
道
の
駅
へ
の
期
待
」
は
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
道
の
駅
に
対
し
、「
わ
が
社
は
道
の

駅
で
こ
ん
な
事
業
を
展
開
し
た
い
」「
道
の
駅
を
こ
ん
な
風
に
使
っ
て
は
」
な
ど
の
ア
ピ

ー
ル
を
、
主
に
企
業
や
各
種
団
体
な
ど
に
提
案
し
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
そ
の
会
社

な
ど
を
代
表
し
て
、“
個
人
”
の
考
え
を
ベ
ー
ス
に
持
論
を
展
開
し
て
も
ら
い
ま
す
。
掲

載
希
望
の
会
社
や
団
体
は
、
本
紙
編
集
部
（info@

route-press21st.jp

）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

話
も
あ
る
よ
う
で
す
。
サ
ン
タ
と
の
ふ

れ
あ
い
を
ぜ
ひ
道
の
駅
で
実
現
し
て
ほ

し
い
と
、
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

　い
つ
か
皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
ま
す

よ
う
に
！
道
の
駅
の
新
聞
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
託
し
ま
す
。
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
は

笑
顔
を
届
け
ま
す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は

世
界
中
に
笑
顔
と
愛
を
届
け
る
国
際
交

流
を
続
け
ま
す
。

　森
と
湖
の
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
よ
り
愛

を
込
め
て
。

13

これからの『道の駅』に関するアンケート 『道の駅に関するアンケート』回答用紙

　「道の駅」は登録制度がスタートしてから20年が経ち、新時代に入っ

たといえます。『道の駅』について、率直なご意見をお聞かせください。

Ｑ１．あなたが『道の駅』に期待するのはどんなことですか？

� （該当するもの６つまで）

①十分な駐車場、休憩スペース　　②地元の人とのふれあい

③経路や混雑などの道路情報　　　④災害時の避難所の機能　

⑤地域の歴史や文化を学んだり展示会など活動の場　　⑥近隣の道の駅の情報

⑦年中無休、24 時間利用可能などのサービス　　⑧防災備蓄や設備の充実

⑨地元や近隣の催事や観光情報

⑩災害の歴史を含む地域の地理的特徴の情報

⑪地域住民の寄りあいの拠点　　　⑫情報提供システムの整備

⑬その土地ならではの産品、郷土料理　　⑭災害時の復旧、救援活動の拠点

⑮周遊など広域的な観光情報　　　⑯感じのよい駅員（スタッフ）の応対　

⑰ソバ打ち等の体験　　　　　　　⑱緊急医療情報や災害情報の提供

Ｑ２．今まであなたが利用した道の駅で、道の駅らしい(お気に入りの)

駅はありますか？　駅名とその理由をお聞かせください。（３つまで）�

Ｑ３．道の駅らしくない ( お勧めできない ) と思う駅はありますか？

駅名とその理由をお聞かせください。（３つまで）�

Ｑ４．『道の駅』への要望・期待などありましたらお聞かせください。

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ５．この新聞は何処の道の駅で入手しましたか？

Ｑ１：　
Ｑ２：　１）ａ．駅名
　　　　　　ｂ．理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　２）ａ．駅名　　　　　　　
　　　　　　ｂ．理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　３）ａ．駅名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　ｂ．理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Ｑ３：　１）ａ．駅名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　ｂ．理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　２）ａ．駅名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　ｂ．理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　３）ａ．駅名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　ｂ．理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
Ｑ４：　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　
Ｑ５：ａ）　　　　　県�ｂ）（駅名）　　　　　　　　　　　　
フリガナ���：　　　　　　　　　　　　
お　名　前：　
　　　　　　　　　　　　　　　　
郵便番号〒：
ご　住　所：
お電話番号：（　　　　）－（　　　　）－（　　　　）
性　　　別：　　男　　　女
年　　　齢：　　歳
ご　職　業：
通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入ください）

①� ②� ③� ④� ⑤⑥� ⑦� ⑧� ⑨⑩⑪� ⑫� ⑬⑭⑮⑯⑰⑱　
ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者
と
と
も
に
考
え
よ
う

と
、
毎
号
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
は
本
紙
で
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
道
の
駅
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
係
の
諸
団
体
な

ど
に
も
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の

み
を
公
表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
忌
憚
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
回

答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
20
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　回答用紙に記入して点線
に沿って切り抜き、ハガキ
に貼って投函してくださ
い。ホームページ（http://
www.route-press21st.jp）
からも回答できます。締
切は平成 26 年９月 30 日。
宛先は、〒 102-0075 東京
都千代田区三番町７－１朝
日三番町プラザ　ＮＰＯ法
人�人と道研究会

ご回答方法

炊
き
出
し
食
事
会

道の駅への期待

て
み
た
い
。
今

度
日
本
で
開
く

「
ふ
れ
あ
い
サ

ン
タ
」
は
道
の

駅
で
、
と
い
う

な
い
大
き
な
要
因
に
な
ら
な
い

か
。
回
答
で
は
自
治
会
活
動
に
参

加
し
て
い
な
い
人
が
共
助
に
関
心

を
持
つ
よ
う
こ
う
し
た
活
動
の
継

続
を
望
む
声
が
強
い
。
炊
き
出
し

食
事
会
は
地
域
で
の
共
助
の
必
要

性
を
認
識
さ
せ
、
自
治
会
の
加
入

率
向
上
に
繋
が
る
と
思
う
。

　炊
き
出
し
食
事
会
の
積
極
開
催

を
希
望
す
る
声
を
受
け
、
同
交
流

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
総
会
で
、

平
成
26
年
度
事
業
計
画
と
し
て
年

間
４
回
の
炊
き
出
し
食
事
会
の
実

施
と
防
災
協
力
井
戸
の
選
定
を
進

め
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
薪
の
備

蓄
と
合
わ
せ
地
域
共
助
態
勢
の
構

築
を
進
め
て
い
る
。

動
に
あ
る
の
は
当
然
で
、
自
治
会

は
中
心
的
役
割
を
担
う
必
要
が
あ

る
。
自
治
会
加
入
率
の
低
さ
は
災

害
時
に
共
助
が
円
滑
に
実
施
さ
れ

しらやまさん
松岡正信駅長

　駅後ろを日本三名山「白山」を源とす

石川県能美市和佐谷町 200
国道 157 号　　TEL 076-273-4851

る手取川が流れ、展望室からパワースポットと言
われる「安久涛ヶ渕（あくどがぶち）」を眺められ
ます。レストランでは自家製チャーシューが売り
のチャーシュー麺が人気。白山市観光情報センター
も兼ねており、白山登山情報等を提供中です。

泗水
永田英則支配人

　中国古来の工法で建造された孔子公

熊本県菊池市泗水町豊水 3393
国道 387 号　　TEL.0968-38-6100　

園が隣りにそびえ、町のシンボルになっています。
いち早く環境にやさしい減化学肥料、減化学農薬
の農作物作りを応援しており、新鮮で安全安心な
農作物が所狭しと並びます。昔ながらの手作り「道
の駅弁」も人気で、九州一の販売量です。

はっとう
徳松春夫駅長

　八頭町はフルーツの里として知られ、

鳥取県八頭町徳丸 625
国道 29 号　　TEL.0858-84-3870

駅売店にも8月から12月には20世紀をはじめ
地元産の梨・ぶどう・栗・柿・リンゴが盛りだく
さん並び、他所にない貴重な品種や珍しい果実も
お求めいただけます。いろいろ試食を準備してお
り、もぎ採り体験できる果樹園もご案内します。

サンタクロース財団
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　道の駅や道路などに関する様々
なご意見、お考えをお寄せくださ
い。ハガキの宛先は、〒 102-0075 
東京都千代田区三番町 7-1 朝日三
番町プラザ NPO 法人「人と道研
究会」。電子メールは、dokusya@
route-press21st.jp 宛 て。 写 真、
カットの投稿も歓迎。採用分には
記念品をお送りします。

◆お便り募集

☆
歩
い
て
道
の
駅
へ

　わ
が
家
か
ら
車
で
15
分
ほ
ど
の

と
こ
ろ
に
あ
る
道
の
駅
へ
、
健
康

を
兼
ね
て
妻
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で

通
い
始
め
た
。
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負

い
、
給
水
用
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
持

ち
、
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
片
道

60
分
。
お
や
つ
も
含
め
て
買
い
物

を
し
、
自
販
機
の
コ
ー
ヒ
ー
を
楽

し
み
な
が
ら
、
夫
婦
二
人
で
ゆ
っ

く
り
至
福
の
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
、
帰
途
も
歩
く
。
夕
食
が
美
味

し
い
。
週
1
回
、
い
つ
ま
で
も
続

け
た
い
。（
福
岡
県
田
川
市

　無

職
男
性
・
72
歳
）

☆
廃
道
保
存
し
学
べ

　道
の
駅
で
旧
国
道
の
パ
ネ
ル
展

を
見
て
、
か
ね
て
か
ら
の
疑
問
が

噴
き
出
し
て
き
た
。
な
ぜ
、廃
道
・

ト
ン
ネ
ル
・
橋
を
地
図
か
ら
消
し

て
し
ま
う
の
か
。
小
国
町
の
旧
１

１
３
号
網
取
橋
な
ど
、
機
械
も
な

い
時
代
に
人
の
手
で
掘
ら
れ
大
切

に
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
何
と
か

保
存
し
、遊
歩
道
や
自
転
車
道
に
、

あ
る
い
は
通
行
で
き
な
く
て
も
整

備
し
、
見
て
歴
史
な
ど
を
学
べ
る

場
に
し
た
い
。
古
い
も
の
を
捨
て

忘
れ
た
こ
と
が
、
今
日
の
50
年
も

持
た
ず
に
老
朽
化
す
る
橋
や
ト
ン

ネ
ル
続
出
を
招
い
た
の
で
は
な
い

か
。（
新
潟
市

　無
職
男
性
・
39
歳
）

☆
愛
あ
る
人
格
教
育

　〈シ
リ
ー
ズ
「
国
土
教
育
」
学

校
教
育
に
お
け
る
過
疎
地
域
振
興

の
位
置
づ
け
〉
の
記
事
が
印
象
に

残
り
ま
し
た
。
高
齢
者
へ
の
Ｉ
Ｔ

教
育
や
地
域
住
民
が
地
域
の
良
い

と
こ
ろ
を
探
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
通

じ
て
次
世
代
を
担
う
中
学
生
の
人

材
育
成
に
あ
た
っ
て
い
る
の
は
、

愛
情
が
こ
め
ら
れ
て
お
り
、
よ
い

人
格
が
育
つ
に
違
い
な
い
と
感
心

し
ま
し
た
。
写
真
も
良
か
っ
た
で

す
ね
。（
香
川
県
高
松
市

　主
婦
・

55
歳
）

☆
Ｅ
Ｖ
車
に
も
関
心

　道
の
駅
が
好
き
で
、
旅
行
先
で

は
多
少
遠
く
て
も
夫
を
説
き
伏
せ

寄
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
地
域
の
新

鮮
な
野
菜
や
特
産
物
が
リ
ー
ズ
ナ

ブ
ル
に
手
に
入
る
か
ら
で
す
。
最

近
Ｅ
Ｖ
充
電
設
備
を
あ
ち
こ
ち
の

駅
で
見
か
け
、
Ｅ
Ｖ
車
へ
の
関
心

も
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。（
東
京

都
府
中
市

　看
護
師
女
性
・
29
歳
）

☆
車
社
会
に
伝
え
る

　初
め
て
「
ル
ー
ト
プ
レ
ス
」
を

手
に
取
り
、
読
者
の
声
に
共
感
し

ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
難
し
い
話
題

が
多
い
よ
う
で
す
が
、
車
の
必
要

な
社
会
で
は
誰
か
が
一
生
懸
命
伝

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。（
愛

知
県
豊
橋
市

　療
養
中
女
性
・
30

歳
）

☆
身
障
者
の
駐
車
難

　私
は
身
体
障
害
者
で
、
補
助
装

置
を
付
け
て
車
を
運
転
す
る
許
可

証
も
持
っ
て
い
ま
す
が
、
道
の
駅

や
高
速
道
路
Ｓ
Ａ
等
の
障
害
者
専

用
駐
車
場
に
駐
車
で
き
る
こ
と
が

ま
れ
で
困
っ
て
い
ま
す
。
国
際
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
な
っ
て
い
る
車

イ
ス
マ
ー
ク
は
、
広
い
範
囲
の
障

害
者
が
同
乗
し
て
い
る
場
合
だ
け

で
も
付
与
さ
れ
ま
す
の
で
、
本
当

に
専
用
駐
車
場
を
使
う
必
要
が

あ
り
困
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
、

も
っ
と
正
し
い
使
い
方
を
Ｐ
Ｒ
し

て
く
だ
さ
い
。（
福
井
市

　無
職

男
性
・
67
歳
）

☆
ダ
ル
マ
型
の
朝
日

　道
の
駅
ば
か
り
で
は
な
く
、
海

の
駅
も
あ
る
の
で
す
ね
。
高
知
県

東
洋
町
の
海
の
駅
で
は
、
昇
る
朝

日
が
海
面
上
で
ダ
ル
マ
型
に
見
え

る
の
が
有
名
で
、
多
く
の
サ
ー

フ
ァ
ー
を
魅
了
し
て
い
ま
す
よ
。

（
高
知
県
安
芸
市

　パ
ー
ト
女
性
・

25
歳
）

☆
地
元
に
道
の
駅
を

　道
の
駅
の
機
能
が
防
災
機
能
や

学
習
機
能
、
情
報
機
能
な
ど
と
多

様
化
し
て
い
る
と
の
記
事
、
面
白

か
っ
た
で
す
ね
。
わ
が
鹿
嶋
市
で

も
道
の
駅
建
設
構
想
が
進
め
ら
れ

て
い
た
け
ど
、
東
日
本
大
震
災

で
一
時
ス
ト
ッ
プ
し
た
そ
う
で
す
。

ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
、
は
ま
ぐ
り
、
鹿

嶋
た
こ
（
蛸
）、
ヒ
ラ
メ
、
キ
ャ
ベ

ツ
な
ど
注
目
品
が
多
い
の
で
、
ま

た
計
画
を
進
め
、
太
平
洋
を
眺
め

な
が
ら
の
キ
ャ
ン
プ
、
入
浴
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
楽
し
め
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。（
茨
城

県
鹿
嶋
市

　無
職
男
性
・
69
歳
）

☆
読
む
だ
け
で
楽
し

　「駅
長
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
読

む
だ
け
で
も
楽
し
い
で
す
ね
。

行
っ
た
こ
と
が
あ
る
駅
は
懐
か
し

く
、
遠
い
県
外
に
あ
る
駅
は
い
つ

か
行
け
る
か
な
…
…
な
ん
て
思
い

な
が
ら
、「
ル
ー
ト
プ
レ
ス
」
を

ド
ラ
イ
ブ
の
友
に
し
て
付
き
合
っ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。（
岩
手
県

盛
岡
市

　主
婦
・
61
歳
）

☆
す
れ
違
え
ぬ
国
道

　広
島
県
の
道
の
駅
「
来
夢
と
ご

う
ち
」
か
ら
「
豊
平
ど
ん
ぐ
り
村
」

へ
行
く
途
中
、
国
道
４
３
３
号
を

通
っ
て
い
る
う
ち
道
路
が
急
に
狭

く
な
り
ま
し
た
。
対
向
車
と
す
れ

違
う
こ
と
も
で
き
な
く
な
り
、
こ

れ
で
国
道
？

　土
地
の
人
の
軽
乗

用
車
が
バ
ッ
ク
し
て
く
れ
や
っ
と

通
過
で
き
ま
し
た
が
、
も
っ
と
安

心
し
て
通
れ
る
よ
う
に
し
て
も
ら

わ
な
い
と
皆
が
困
る
よ
！
（
北
海

道
帯
広
市

　主
婦
・
61
歳
）

☆
ド
ボ
ジ
ョ
に
共
感

　ド
ボ
ジ
ョ
（
土
木
系
女
子
）
の

方
々
の
記
事
、
う
れ
し
く
な
っ
て

わ
く
わ
く
し
な
が
ら
読
み
ま
し

た
。
私
も
ひ
と
こ
ろ
は
苦
手
な
仕

事
で
う
ろ
ち
ょ
ろ
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

ち
ょ
っ
と
不
安
が
あ
っ
て
も
つ
ぶ

さ
れ
ず
、
余
計
な
力
を
抜
い
て
や

ろ
う
と
心
強
く
思
い
ま
し
た
。（
熊

本
市

　無
職
女
性
・
58
歳
）

☆
明
る
い
道
の
駅
に

　道
の
駅
を
い
つ
も
よ
く
利
用
し

て
い
ま
す
。
地
元
の
野
菜
を
売
る

場
所
と
し
て
大
切
な
場
に
な
っ
て

い
る
こ
と
は
と
て
も
良
い
こ
と
で

す
ね
。
で
も
、
中
に
は
、
こ
れ
も

売
り
物
な
の
？

　と
思
わ
れ
る
汚

い
野
菜
や
果
物
が
並
ん
で
い
る
の

を
見
る
と
、
ガ
ッ
ク
リ
。
う
す
暗

い
倉
庫
の
よ
う
な
店
内
に
も
気
が

滅
入
り
ま
す
。
道
の
駅
は
公
共
的

な
施
設
な
の
で
す
。
訪
れ
る
人
を

気
持
ち
よ
く
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
大
阪
府
藤
井
寺
市

　無
職
女
性
・

62
歳
）

☆
焼
き
魚
に
大
満
足

　山
形
県
の
鳥
海
山
へ
旅
し
た

際
、
道
の
駅
の
売
店
で
ア
ツ
ア
ツ

の
焼
き
魚
を
食
べ
た
こ
と
が
と
て

も
深
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
方
が
地
域
の
特
色
を
生

か
し
て
元
気
に
働
い
て
い
る
姿
に

も
感
動
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
う
ま

い
魚
、
生
ま
れ
て
初
め
て
の
よ
う

な
気
が
し
て
大
満
足
、
マ
ン
ゾ
ク

で
し
た
。（
栃
木
市

　主
婦
・
73
歳
）

☆
放
置
森
林
が
心
配

　連
載
記
事
「
農
業
と
国
土
」
を

読
み
、
森
林
活
動
関
係
者
が
交
流

を
深
め
て
い
る
こ
と
に
や
や
安
心

し
感
心
し
ま
し
た
。
人
々
か
ら
忘

れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
山
林

（
里
山
）、
竹
林
が
心
配
で
す
。
何

か
活
用
方
法
を
知
り
た
い
な
。（
岐

阜
県
中
津
川
市

　パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
男
子
・
71
歳
）

☆
道
の
駅
は
多
様
色

　道
の
駅
は
私
た
ち
に
と
っ
て
、

旅
の
思
い
出
で
あ
り
、
旬
の
食
材

で
季
節
感
を
覚
え
る
と
こ
ろ
、
ふ

れ
あ
い
や
お
も
て
な
し
に
い
や
さ

れ
、
自
然
や
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ

場
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

い
ろ
い
ろ
な
カ
ラ
ー
の
道
の
駅
を

楽
し
ん
で
い
き
ま
す
。（
秋
田
県

に
か
ほ
市

　主
婦
・
54
歳
）

☆
山
の
恵
み
で
内
職

　道
の
駅
が
好
き
で
ス
タ
ン
プ
集

め
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
初
め

て
ル
ー
ト
プ
レ
ス
に
気
づ
き
、
見

落
と
し
て
い
た
の
が
残
念
し
ご
く

で
す
。
私
の
暮
ら
し
て
い
る
地
域

は
山
奥
で
雇
用
の
場
が
な
く
、
高

齢
の
親
の
世
話
を
し
な
が
ら
山
で

榊
の
枝
葉
を
神
棚
用
に
切
っ
て
農

協
に
出
す
内
職
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
の
記
事
、

少
し
触
発
さ
れ
ま
し
た
。（
和
歌

山
県
西
牟
婁
郡

　主
婦
55
歳
）

春
過
ぎ
て

　夏
来
た
る
ら
し

　白シ
ロ

栲タ
ヘ

の

�

衣コ
ロ
モ

干ホ

し
た
り

　天ア
メ

の
香
久
山

　（万
葉
集
・
巻
一
・
二
八
番
）

　い
つ
し
か
春
は
過
ぎ
去
っ
て
、
早
く
も
夏
が
や
っ
て
来
た
よ
う
だ
。

天
の
香
久
山
に
は
真
白
な
栲
の
衣
を
干
し
て
あ
る
の
が
見
え
る
。

����

×

　
　
　

��

×

　
　

��

　×

　
　寒

く
冷
た
い
雪
景
色
を
初
夏
の

風
景
と
感
得
す
る
。
眼
前
の
雪

を
白
衣
と
「
見
立
て
る
」
こ
と

で
、
想
外
に
季
節
転
換
さ
せ
る
。

鑑
賞
す
る
側
の
独
壇
場
だ
。

　次
に
、
挽ば

ん

歌か

説
。

　作
者
・
持
統
天
皇
は
、
草
壁

皇
子
の
政
敵
・
大
津
皇
子
を
排

除
す
る
も
、
頼
み
の
皇
子
が
病
死
す
る
。

落
胆
・
失
意
の
女
帝
は
、
高
楼
か
ら
香
具
山
を
眺
め
る
と
、
殯も

が
り

（
本

葬
ま
で
仮
に
安
置
す
る
）
か
ら
墳
墓
へ
と
奉
仕
し
た
大
宮
人
や

舎と
ね
り人
た
ち
の
着
用
し
た
‘
物
忌
み
の
白
栲
の
衣
が
、
延え

ん

々え
ん

と
干
し

て
あ
る
。
新
緑
に
映
え
る
白
衣
が
、
喪
失
悲
哀
の
女
帝
の
目
と
心

に
沁し

み
る
―
―
皇
子
追
慕
の
挽
歌
だ
と
い
う
。

　今
は
、
草
壁
の
遺
児
・
軽
皇
子
に
皇
位
を
継
承
さ
せ
よ
う
と
、

孫
に
光
明
を
求
め
る
。

　春
愁
か
ら
朱
夏
へ
の
推
移
は
、
王
位
継
承
を
暗
示
す
る
悲
喜
綯な

い
交ま

ぜ
の
屈
折
し
た
歌
と
な
る
。

一
、
実
景
初
夏
の
風
物
詩
と
す
る
定
説
を
楽
し
む
か
。

一
、「
見
立
て
る
」
季
節
転
換
の
感
覚
世
界
に
遊
ぶ
か
。

一
、
季
節
の
移
り
に
世
継
ぎ
暗
示
の
挽
歌
・
生
々
し
い
煩ぼ

ん

悩の
う

苦
に

浸ひ
た

る
か
。
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

　持
統
天
皇
の
真
意
は
…
…
？

　三
十
一
文
字
世
界
の
不
可
思
議
な
た
の
し
さ
よ
！

�

（
万
葉
研
究
家
）

　持
統
天
皇
の
真
意
の
ほ
ど
は
…
…

　持
統
天
皇
御
製
。
新
装
な
っ
た
藤
原
京
の
宮
殿
か
ら
、
新
緑
に

包
ま
れ
て
い
る
香
久
山
が
見
え
、
そ
の
裾
野
に
は
真
白
い
衣
が
干

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
女
た
ち
が
、
昨
秋
か
ら
冬
、
春
へ
と
、
糸

を
紡つ

む

ぎ
、
機は

た

で
布
を
織
っ
た
白
布
で
、
初
夏
の
恒
例
風
物
詩
な
の

だ
。
す
が
す
が
し
い
叙
景
歌
と
鑑
賞
さ
れ
る
。

　こ
の
定
説
へ
の
「
異
説
」
登
場
で
あ
る
。

　ま
ず
は
、〝
白
栲
の
衣
〟
は
〝
雪
〟
と
主
張
す
る
説
。

　天
の
香
具
山
に
は
、
時
な
ら
ぬ
雪
が
降
っ
て
、
今
や
白
衣
を
干
し

た
よ
う
で
あ
る
。
春
を
一い

っ

足そ
く

飛と

び
に
夏
が
来
た
よ
う
だ
―
―
浅
春
の

菰野
山西国守事務長

　鈴鹿山麓の自然を身近に感じられる所

三重県三重郡菰野町菰野 2256
国道 477 号　　	 TEL.059-394-0116

で、物販は菰野町産にこだわっています。殊に町
名の由来である真菰は好評で、マコモ入りコロッ
ケや麺、食事処マコモの里の「まこコロ定食」は
駅長一押しです。10月には真菰ホイール焼き無料
ふるまいもあり、ご当地キャラと遊べます。

とうじょう
神崎晃弘駅長

　中国自動車道ひょうご東条ＩＣに隣

兵庫県加東市南山 1-5-1
県道平木東条線　　	TEL:0795-47-2400

接する職住複合機能都市「インターパーク」内に
あり、地元の特産品・農産物直売や情報発信、交
流の拠点です。地元食材のレストランに加え、特
に、特産の各種釣り針や地元で収穫された酒米「山
田錦」を使った地酒の販売に力を入れています。

村田
村上博常務理事

　「新鮮で安全安心で良い」がモットー

宮城県村田町村田字北塩内 41
主要地方道亘理大河原川崎線	　	TEL.0224-83-5505

の村田ファミーズ（会員116人）農家は毎朝搬入
する新鮮農産物の値段を自分で決め陳列します。
町特産のそら豆まつりでは炭火焼や袋詰め放題イ
ベントを開催し、8月は柔らかく糖度が高いため
生食できるとうもろこし「味来」推奨月です。

2014 年（平成26 年）８月 第41号

　全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
は
、
北
海
道
、
東
北
、

関
東
、
北
陸
、
中
部
、
近

畿
、
中
国
、
四
国
、
九
州

・
沖
縄
の
９
つ
の
ブ
ロ
ッ

ク
「
道
の
駅
」
連
絡
会
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

部
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
除
き
、

大
半
の
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会

で
は
総
会
を
終
え
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会
が
特
色
の

あ
る
平
成
26
年
度
事
業
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

　全
国
連
絡
会
は
、
設
立
当
初
は
会
費
を
徴
収
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
独
自
の
事
業
展
開
が
出
来
な

い
状
況
に
あ
っ
た
た
め
、
今
年
度
か
ら
会
費
を
徴
収

し
、
事
業
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　規
約
は
「
事
務
局
は
会
長
の
所
属
す
る
ブ
ロ
ッ
ク

連
絡
会
事
務
局
に
事
務
局
を
置
く
」と
あ
り
ま
す
が
、

ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会
事
務
局
や
道
の
駅
関
係
機
関
か
ら

「
道
の
駅
」
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
で
き
る
固
定
化
し

た
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
の
事
務
局
の
要
望
が
あ

り
、
今
年
度
か
ら
組
織
体
制
の
検
討
を
始
め
ま
す
。

「
道
の
駅
」
は
中
立
的
・
公
共
的
立
場
が
望
ま
れ
る

た
め
、
公
益
法
人
な
ど
第
三
者
に
よ
る
事
務
局
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
「
道
の
駅
」
の
大

半
が
公
の
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、施
設
の
性
格
上
、

公
平
・
公
正
の
観
点
か
ら
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
は
、
全
国
的
視
野
に
立
っ
た
新
た
な
発
想
の

事
業
の
企
画
や
道
の
駅
間
や
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会
間
と

の
連
携
に
よ
る
広
域
的
な
取
り
組
み
や
イ
ベ
ン
ト
等

の
開
催
な
ど
、
道
の
駅
関
係
者
が
企
画
や
事
業
運
営

に
参
加
し
て
い
く
な
ど
公
共
的
な
協
働
・
連
携
事
業

に
つ
い
て
、「
道
の
駅
」
の
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
向
け

て
各
ブ
ロ
ッ
ク
「
道
の
駅
」
連
絡
会
事
務
局
と
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
事
務
局

　菊
池
太
一
）

今
年
度
か
ら
会
費
を
活
用

独
自
の
事
業
展
開
も

15

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

　全
国
の
道
の
駅
を
紹

介
し
た
「
道
の
駅
ハ
イ

パ
ー
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

２
０
１
４
」を
10
人
に
。

　今
春
ま
で
に
登
録
さ

れ
た
全
国
１
０
３
０
駅

の
特
徴
や
施
設
内
容
、

営
業
時
間
、
周
辺
の
名

勝
・
史
跡
な
ど
を
編
集

部
で
直
接
取
材
し
、
８

エ
リ
ア
に
分
け
て
シ
ニ

ア
に
も
見
や
す
く
紹
介

し
て
い
ま
す
、
ド
ラ
イ

ブ
や
ツ
ー
リ
ン
グ
、
車

中
泊
な
ど
ク
ル
マ
旅
に

最
適
。

　「南
部
せ
ん
べ
い
」「
南
部
せ
ん
べ

い
く
ら
ん
ち
」
ど
ち
ら
か
１
品
を
各

５
人
に
。

　岩
手
県
内
道
の
駅
30
駅
が
共
同
開

発
し
た
「
じ
も
と
い
っ
ぴ
ん
！
」
シ

リ
ー
ズ
第
1
弾
。
南
部
せ
ん
べ
い
は

郷
土
名
菓
の
新
ア
レ
ン
ジ
。
そ
れ
を

ク
ラ
ッ
シ
ュ
し
、
ミ
ル
ク
チ
ョ
コ
・

ホ
ワ
イ
ト
チ
ョ
コ
で
ま
と
め
た
ク
ラ

ン
チ
は
、
女
性
に
人
気
が
あ
る
。
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　クロスワード　人と道パスル

★ヨコの鍵

★
タ
テ
の
鍵

１

　八
つ
橋
、
宇
治
茶
、
清
水
寺

２

　地
球
の
約
７
割
は
コ
レ

３

　「祝
詞
」
何
と
読
む
？

４

　○
○
、
竹
、
梅

５

　変
わ
る
と
寝
ら
れ
な
い
！
？

６

　 ⇔

左

８

　た
の
も
し
い
ね
？

10

　お
仕
事
掛
け
持
ち
、
二
足
の
○
○
○
を
履
く

11

　草
が
生
え
、
水
が
浅
く
た
ま
る
地

13

　巨
峰
は
葡
萄
、
と
ち
お
と
め
は
？

15

　梅
で
お
馴
染
み
紀
州
は
、
こ
の
県
に
あ
る

17

　愛
媛
も
静
岡
も

18

　神
社
で
コ
レ
に
願
い
事
を
記
す

19

　春
夏
冬

21

　ペ
ッ
ト
を
育
て
ま
す

23

　京
の
上
に
日
が
昇
る
…
こ
れ
、
何
色
？

24

　出
会
っ
た
ら
死
ん
だ
ふ
り
！
？

25

　ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
高
い
、
机
か
な
？

27

　佐
渡
島
で
お
馴
染
み
の
鳥
と
い
え
ば
？

28

　敵
に
○
○
を
送
る

１　⇔南
２　ハチ公像は渋谷、西郷隆盛像は？
４　パパのパートナー
６　壁に○○あり障子に目あり
７　登山のときにはコレに荷物をつめて背負う
９　ジャケットもＴシャツも
11　甘いよ
12　うし、○○、うさぎ
13　山＋石＝？
14　リバー
16　小さなこともコツコツと
18　飲めや、歌えや
20　奄美大島、黒豚、桜島
22　危ないよ
24　酉の市で買い求める
26　鳥取はニ十世紀
27　四国にある県の１つ
29　ちょっと休憩、ひと休み
30　掛け算の覚え方

　男
性
80
・
88
歳
、
女
性
87
・
18
歳
。
こ
れ
は
長
野
県
の
平
均

寿
命
（
平
成
22
年
）
で
、
男
女
と
も
に
日
本
一
と
な
っ
た
。
昭

和
40
年
に
は
、女
性
の
平
均
寿
命
が
全
国
29
位（
男
性
９
位
）と
、

実
は
む
し
ろ
「
寿
命
の
短
い
」
県
だ
っ
た
。

　そ
れ
が
、
何
故
男
女
と
も
日
本
一
に
な
っ
た
か
。
そ
の
秘
密

を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。
著
者
は
県
知

事
と
し
て
「
世
界
一
の
健
康
長
寿
県
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
阿

部
守
一
さ
ん
。
著
者
が
ま
と
め
て
い
る
長
寿
の
秘
訣
は
次
の
３

点
だ
。

　第
１
。
予
防
医
療
、
地
域
ぐ
る
み
の
検
診
活
動
や
食
生
活
改

善
運
動
の
成
果
。
か
つ
て
長
野
県
は
脳
卒
中
死
亡
率
日
本
一

だ
っ
た
時
期
が
あ
る
。
こ
れ
は
漬
物
な
ど
塩
分
の
取
り
す
ぎ
が

原
因
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
事
態
の
改
善
に
取
り
組
ん
だ
の
が
佐

久
総
合
病
院
な
ど
の
医
療
機
関
と
保
険
予
防
活
動
グ
ル
ー
プ
や

食
生
活
改
善
活
動
グ
ル
ー
プ
だ
っ
た
。

　第
２
。
在
宅
医
療
と
在
宅
ケ
ア
。
長
野
県
で
は
64
％
の
医
療

機
関
が
在
宅
医
療
を
実
施
し
て
い
て
「
出
前
医
療
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
る
。
ま
た
ケ
ア
も
在
宅
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
持
ち

家
率
や
有
配
偶
者
率
も
非
常
に
高
く
、
高
齢
者
を
支
え
る
家
庭
環

境
が
あ
る
。
家
族
や
地
域
に
高
齢
者
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
ゆ
と
り

が
な
け
れ
ば
高
齢
者
の
健
康
長
寿
は
困
難
だ
。
在
宅
で
の
死
亡
率

が
日
本
一
と
い
う
の
も
長
野
県
ら
し
い
結
果
だ
と
思
う
。

　第
３
。
生
き
が
い
、
就
業
率
の
高
さ
。
長
野
県
の
高
齢
者

就
業
率
は
全
国
一
。�

し
か
も
１
人
当
た
り
の
老
人
医
療
費
は
、

全
国
で
４
番
目
に
低
く
、け
ん
ぽ
保
険
料
率
は
全
国
一
の
低
さ
。

つ
ま
り
、
健
康
で
長
生
き
で
病
気
が
少
な
く
医
者
に
か
か
る
率

が
低
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。
高
齢
者
の
就
業
の
大
部
分
が
定
年

の
な
い
農
業
。
長
野
県
は
全
国
で
一
番
農
家
数
が
多
い
。

　夫
婦
が
そ
ろ
っ
て
野
菜
作
り
な
ど
に
励
み
、
新
鮮
な
野
菜
を

た
っ
ぷ
り
食
べ
て
、
健
康
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
環
境

が
あ
り
、
医
者
は
自
宅
に
来
て
く
れ
る
。
そ
し
て
ケ
ア
が
必
要

に
な
っ
て
も
自
宅
で
介
護
さ
れ
、最
後
も
自
宅
で
迎
え
ら
れ
る
。

そ
ん
な
光
景
が
ま
ぶ
た
に
浮
か
ぶ
。

　Ｐ
Ｐ
Ｋ(

ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ)�

と
い
う
言
葉
は
長
野
か
ら
生

ま
れ
た
。
こ
の
「
長
野
県
の
長
寿
力
」、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
の

長
寿
を
考
え
る
有
用
な
書
だ
。。

�

（
花
信
風
子
）

40 号の正解は
「チイキトボウサイ」

「長野県の長寿力」
阿部守一
ワニブックス
� plus 新書

応
募
方
法

　プレゼントは希望品名、クロスワードは答えを
ABC 順に、それぞれ１枚のハガキに別々に書いて
ください。整理の都合上、プレゼント、パズルの応
募を一緒に書くと、無効になります。いずれも下記
の項目を必ず記入してください。①氏名②郵便番号・
住所③電話番号④性別⑤職業⑥年齢⑦趣味⑧この新
聞の入手場所⑨今号で関心を持った記事⑩感想・意
見。送り先は、〒 102-0075�東京都千代田区三番町
7-1�朝日三番町プラザ�NPO 法人�人と道研究会。9
月 30 日必着。発送を発表にかえさせていただきま
す。個人情報は当 NPOが厳重管理し、応募作業及
びNPOからのご案内以外の目的には使用しません。

ふたかみパーク當麻
駒井洋子駅長

　二上山の麓、相撲発祥地にあります。

奈良県葛城市新在家 402-1
国道 165 バイパス　TEL.0745-48-7000

自然に恵まれた地域の新鮮農産物、食材による安
全安心を心掛け、味噌、餅、漬物、パン、ケー
キなどの加工品も丁寧に手造りしています。こん
にゃく、しそソフト、市キャラクター蓮花ちゃん
にちなんだ蓮根まんじゅうは特に人気です。

きりら坂下
三尾弘成駅長

　「きりら」は、木曽リバー右岸にあるの

岐阜県中津川市坂下 450-2
国道 256 号　0573-70-0050

意。自家栽培地そば粉の挽きたて、打ちたて、茹で
たて（そば打ち体験も好評）や、新開発のご当地グ
ルメ「しょうゆカツ丼」、「とりトマト丼」がオスス
メです。お土産品では、「五厘まんじゅう」、地元高
校生が考案した「そばからすみ」など。

いわいずみ
茂木和人支配人

　三陸の海と陸を結ぶ連結ステーショ

岩手県岩泉町乙茂字乙茂 90- １
国道 455 号　　TEL. 0194-22-4432

ンです。日本３大鍾乳洞の龍泉洞に近く、お土産
にもモンドセレクション最高金賞受賞「龍泉洞の
水」や「じっ茶ばっ茶」、「岩泉わさび」が人気。
お食事は、特産の短角牛ステーキやコロッケ、龍
泉洞黒豚メンチ、岩泉牛乳ソフトがお勧めです。
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うみんぴあ大飯
木村博信駅長

　波止場の船をイメージした施設。漁

福井県大飯郡おおい町成海 1-1-2
国道 27 号　TEL.0770-77-4600

協直営お魚コーナーでお好きな魚を刺身にして、
フードコートでご飯セットをお求めいただけば刺
身定食の出来上がり！　福井県産牛乳と地元果実
のジェラート工房も自慢です。青戸の入江が見渡
わたせるテラス席でごゆっくりどうぞ。

マイントピア別子
船越豪晴館長

　閉山した別子銅山の産業遺産を活かし

愛媛県新居浜市立川町 707-3
県道新居浜別子山線　TEL.0897-43-1801

たテーマパーク。「東洋のマチュピチュ」と人気ス
ポットのゾーンと、観光坑道・遊学パーク・砂金
採り体験・温泉・レストラン等のあるゾーンに分
かれ、300年前へタイムスリップできます。西日
本屈指の芍薬・鹿の子ユリなど花園も必見です。

ちちぶ
鈴木美弥子副駅長

　本格レストランのほか、地元の人気

埼玉県秩父市大宮 4625
国道 140 号　　0494-21-2266

そば店で組織する「秩父そばの会」運営のそばコー
ナー、障害福祉団体が運営する手造り店「ぽっぽ」
の絶品パンに加え、おいしい「ちちぶの水」無料
給水施設も人気です。お土産には、ご当地キティ
の羊をモチーフにした様々なグッズをどうぞ。




